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丘英通先生は， 1982年 6月16日夕刻， 気管支

肺炎のため自宅(東京都文京区小石川 5-19-

29)で急逝された。あと 3ヶ月余で80歳になら

れることになっていたのに，痛恨の極みである。

1.経歴と研究の展開

丘苑直先生は， 1902年10月2日lζ，r進イヒ論議古』
などで著名な丘腐欠郎先生の五男一女の三男とし

て，東京の文京区本郷西片町に生まれた。長男 ・次

男は相次いで早世されたので，事実上，長男と

して育った。幼少の乙ろから動物が好きで，将

来，ずうっと動物のことを研究しようと考えて

いたという。それは父親の影響かと思われがち

だが，浅次郎先生からは動物の乙とは何も教わ

らなかったといわれる。

小学校は東京高等師範学校(略して東京高師)

附属。入学前から，昆虫の採集や飼育を始めて

おり， 6年の卒業時には蝶の鱗粉転写を行つで

勉強をまとめた。東京高師附属中学校lζ進んで

からも昆虫採集を盛んにやり，課外活動として

も動物の研究に釆配を振っていた。見虫採集を

関連して山岳部に入っていたが， 4年のとき肋

膜を煩ったので，以後山登りは止めた。第一高

等学校乙類に入ったとき，すでに動物学者にな

ることを決めていた。一方，中学時代から興味

丘英通先生を偲ぶ

織田秀実

をも っていた語学への関心が高まり，正課の英

語 ・ドイツ語の外にフランス語 ・イタリヤ語 ・

ロシア語 ・エスペラントを勉強し，自分のもの

にしていた。

1924年4月，東京帝国大学理学部動物学科に

入学するが，期待が大きかっただけに大学の講

義はじつにつまらなかったという。何しろ自分

で膨大なドイツ語の書物，例えばC.Schrδder 

の“Handbuchder Entomologi巴"などを読み

こなしていたのである。大学 2年のとき 「昆虫

の体の採れについての興味ある事例Jと題する

ドイツ語で書いた論文を“ZoologischerAn-

zeiger に投稿した。卒業論文は五島清太郎教

授について 「トンボの唾腺に関する研究」をま

とめた。乙れもドイツ語で書いて，直接ドイツ

の雑誌に発表している。

1927年 3月に大学を卒業して 4月lζは動物

学教室の助手となった。その乙ろ，新設される

北海道大学理学部の教授候補として国費で留学

する乙とになっていたが，出発直前に身体検査

で不合格になった。中学の乙ろ患った肋膜の跡

が残っていたのである。留学のための準備を終

え，送別会までしてもら った後だ ったので，引

くに号|かれず，父親の援助によって私費留学生

として，その年の11月に船で旅立った。



1927-30年はドイツ留学。はじめ昆虫の乙と

を研究するためベノレリン大学の P.Deegener教

授のと乙ろへ行ったが，当時，同教授は心霊

学的なことに乙っていたので失望し，同じ大学

の R.Hesse教授の門をたたいた。しかしそこ

で示された研究テーマには満足できなかった。

そこで Hesse教授から O.Mangold教授に紹

介してもらい，カイザーウィルヘルム生物学研

究所で研究することになった。この研究所では

設備がよく整っていて，最新の器機類を自由lζ

使って動物発生の実験をする乙とができた。そ

れで，当時，日本では未開拓であった実験発生

学を専門にする乙とを決めた。専門の動物発生

の実験の外l乙語学も習得し，さらに哲学の会合

κもよく出席した。乙の時代以来の先生の友人

J. Holtfreter教授(ロチェスター大学・アメリ

カ)から最近いただいた手紙に rokaは生物体

の全体性に関する小論文をドイツ誌に発表して

いたが，巧みにドイツ語を操り，若いのに (27

歳)高度に洗練されたドイツ語を完全にものに

していたJと記されてあった。

ヨーロッパでの生活はまことに楽しかったと

先生は述懐されている。そういえば喜美子夫人

と結婚されたのが，出発直前の10月，二人そろ

っての外遊でもあったのである。留学中，健康

状態はいたってよく，出発したときよりもかえ

って元気になって帰国された。帰国に際しては

谷津直秀教授(東京帝国大学)から助教授の席

があるからという要請だったが，実際にはその席が

あかす;結局，帰国後1年間は鰯舗l序で過ごされ九

1931年4月に東京帝国大学理学部講師となり，

「実験発生学」と「生物学概論」の講義を担当

した。 I実験発生学」では新しい動向を理路整

然と体系づけて明解な講義をされた。 I生物学

概論Jは生物学入門というようなものではなし

生物学の哲学的考察による理論生物学ともいう

べきもので，乙の講義で先生は日本で初めて生

命論を体系づけられたものであった。一方、春

は新たな実験材料としてトウキョウサンショウ

ウオ幼生を用いて肢原基の移植を行い，それに

よって生ずる誘導肢の側性に関する研究をした。

この研究は独文約120頁にわたる論文にまとめ

られ，それで1935年に理学博士を取得された。

夏は三崎の臨海実験所に行ってウミユスリカの

生態的な研究を行ってLサこ。後に夏は笠岡まで単独

で出かけてカブトガニの実験発生学的研究をす

るようになる。

乙の時代lζ古川晴男博士(東京学芸大学名誉

教授)と共にトンボの麹脈に関する実験発生学

的な研究をし，また，共著で総説「昆虫の実験

形態勃守研究J7編を『植物及ひ勤物』にまとめて

おられる。 トンボの形態学的研究は朝比奈正二

郎博士(元予防衛生研究所昆虫部長)によって

発展し，岡田豊日博士(東京都立大学名誉教授)

の昆虫の分類に関する研究も指導された。

当時の動物学教室は教授一人という変則的状

態で，あまり居心地はよくなかったらしし、。だ

が， ドイツから帰ったばかりの才気をもって，

まだ若かったのに後進に研究心を育くむよう努

められた。研究面ばかりでなく，所謂遊ぶ乙と

をけしかけ，ビールを飲みにあるいは，玉突き

や社交ダンスなど1と悪戯っぽく後輩をさそった

りもしていた。

1939年に東京文理科大学に教授として迎えら

れ. 1949年lとは，その延長である東京教育大学

の教授となった。この間，講義は「実験発生学」

「生物学概論J.後には「動物分類学」を担当さ

れた。春は両生類を用いて誘導肢の実験，夏は

笠岡でのカブトガニ匹の調節能に関する実験を

引き続いて行っていた。時局は次第に緊迫して

遠出ができなくなると，夏は研究の場を下回の

臨海実験所に移し，群体ボヤの無性生殖の研究

に切りかえられた。大平洋戦争の風向きカ変わり，

下回にも行けなくなると，夏も東京で淡水コケ

ムシを用いて，虫体の再生実験を行っていた。

1945年になると，もはや落ちついて研究ができ
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ない状態となる。 7月に動物学教室の図書と共

に菅平高原生物研究所へ疎開した。乙の時期は，

先生が自然の虫と親しむときともなった。 8月

15日に終戦。寒くならないうちにと， 11月初め，

教室の図書と共に東京に引き湯げて乙られた。

1946年10月，発生学講座のセミナーを開催。

乙れから戦後の研究が展開していくのである。

先生は春は両生類の肢の移植実験，夏は下回で

群体ボヤの個虫の内植実験を行いながら，新た

な門弟Iζテーマを与えて，戦前，戦中l乙手がけ

た課題を発展させたのであった。肢の研究は東

大時代から続いて碓井益雄博士(元東京教育大

学教授)が行い，群体ボヤは渡辺浩博士(筑波

大学教授)， トンボの発生は安藤裕博士(筑波大

学教授)，ウミユスリカは橋本碩博士(静岡大学

教授)，カブ卜力、ニは関口晃一博士(筑波大学教

授)，そして淡水コケムシは筆者(立教大学教授)

が研究テーマとした。先生ご自身も後にはホヤ

幼生の変態をテーマに実験しておられた。

東京教育大学在職中には，数度，下回臨海実

験所長を兼ね，また理学部長も一期勤められた。

日本動物学会では，長年，副会頭をしておられ

たが， 1965-66年は同学会会頭となられた。

1966年 3月，定年で東京教育大学を退官。

4月以降は同大名誉教授となる。なお， 1966-

78年は国学院大学教授となり，一般生物学を講

義していた。

1973年10月，日本動物学会名誉会員となる。

乙の頃まで，夏は下回の臨海実験所でホヤ幼生

の変態を研究し，ショックによって変態が起る

という新しい説を打ち出すまぜになっていた。

節足動物発生学談話会には，その発足頭初より

毎回出席され，それは臆鞘炎で歩行が困難にな

る1979年(第14回，東京)まで続いた。

晩年は，ときたま車で外に出かける程度で，

殆ど自宅で読書されていたという O 今年 (1982

年)の 5月，風邪気味だったが 6月16日午後

もグラタンを食べたいというくらい食欲があっ

-3 

たのに，同日午後5時ごろから容態が急に悪化

し，午後6時40分，静かに逝かれたのであった。

2. 研究の独創性

丘英通先生は幼少の乙ろから動物が好きで，

見虫採集や飼脊から始まり，成長に伴ってそれ

は動物学として発展した。先生はよく「私は動

物学者である」といわれていた。そして生体論的

な立場で動物を見ると共IC.，それは実験によっ

て究明して行かなければならないと考えておら

れた。研究の課題と材料は時勢の変化に伴って

可能なものに変えながらも独自のものを展開さ

れた。今，それぞれのテーマは次の世代によっ

て大きく発展している。実験動物には外国では

できない，日本特産というべきものを新たに開

拓し， しかもその動物群では原始的様相をもつ

ものを選んでおられる。両生類では， ドイツで

アホロートルを用いておられたのに，日本では

東京周辺に生息する卜ウキョウサンショウウオ

を選ばれた。節足動物では日本及び東南アジア

と北アメリカにしか生息していない，生きた化

石，カブ卜ガニを実験に用いた。トンボではム

カシトンボに注目された。一つの動物について

研究することによって，その動物群全体にわた

る法則性を打ち立てることを意図していたので

あった。

発生学では，現在， もっぱら有性生殖が取り

上げられているが，無性生殖に関する研究をも

っと盛んにしなければならないと願っておられ

た。無性生殖の研究をする乙とによって有性生

殖では見られないような現象が見つかり，それ

が生物現象に対する考え方に大きな影響をもつ

からである。先生ご自身，無性生殖に関する研

究として群体ボヤにおける横分体(ス卜ロビラ)

の調節能，血管出芽，群体の癒合・非癒合によ

る特異性の問題を取り上げられた。やはり群体

をつくる淡水コケムシでは，無性的に形成され

る休芽(スタトプラスト)の形の変異や，その



発芽の問題l乙着目した。これらの問題は，生殖

細胞と体細胞に絶対的な相違があるか，また，

環境と遺伝との関係を新たに見直さなければ

ならない乙とを示唆していたのであった。

外国語がずばぬけて堪能であった乙とは研究

の面にも威力を発揮している。外国書でウミユ

スリカのことを知り，面白い習性の虫がいるも

のだと思い，海辺でよく見ていたら三崎にもそ

れが住んでいた。それまで見えなかったものが

見えるようになったという O 自然から学ぶと同

時lζ本を読むことの大切さがうかがわれる。乙

れが乙の虫の月周期と変態lζ関する研究の切っ

掛けとなったのである。研究論文は昆虫や両生

類の肢についてはドイツ語で，カブトガニはフ

ランス語，ホヤlζ関するものは英語・エスペラ

ントと使いわけして書いておられる。われわれ

の書いた欧文論文について，先生は何もいわれ

なかったが，印刷になる前には原稿全体が真赤

になるほど朱が入っていた。口数の少ない先生

であったが，相手によって英語で，あるいはド

イツ語， フランス語， イタリア語，ロシア語，エ

スベラントとチァンネルを切り替えるように極

く自然K話を交されていた。

先生は研究について，殊更，言挙げされる

乙とはなかった。世の中はPRの時代といわれ

るので， P Rが必要なのかも知れないが，そん

な乙とはすべきではないと言われた乙とがあっfこ。
カプトガニの腔を予め生体染色して電気的に一

部を焼いて調節能を調べ、る方法はフランスの学

者からすどく賞められたという O 乙の乙とは筆

者が学生時代に受講した「生物学概論Jの研究

方法のと乙ろで聞いた印象深い事柄であった。

群体ホヤの癒合・非癒合による特異性l乙関する

研究l乙対し， F. M. Burnet教授(メルボルン大

学・オーストラリア)は1971年の Nature誌に，

脊椎動物免疫現象の起源を探る重要なる研究で

あると高く評したが，乙の乙とは叙勲より嬉し

い乙とであると“日本動物学会の名誉会員に推

された"祝いの席上で述べておられた。

先生は研究テーマに関しては最初に一言いわ

れるだけで，あとは何もおっしゃらなかった。

自分で文献を調べ，材料となる動物を野外から

とって来て研究をしなければならなかった。研

究成果についても黙って見守っているだけであ

った。しかし報告した事柄を聞き流して忘れて

しまわれるわけではない。思いがけなく旅先な

どでも，あの乙とはその後どうなったかと尋ね

られる乙とがあった。

今，こんな乙とを書いていると，丘英通先生

は地下で苦笑しておられるかも知れない。 r余
計なことを書くんではない。そんな時間があっ

たら研究をしたまえJといっておられるような

気がしてくる。偉大な指導者を失い正然とし

た日が続いたが，何時までもそうしてはおれな

い。時流lとわずらわされず，独自の研究を発展さ

せていくととを見習わなければなるま l'0節足

動物発生学談話会も，乙の6月lζ節足動物発生学

会として脱皮した。その発展を先生は黙って見

守って下さる乙とであろう。

(立教大学一般教育部生物学研究室)

丘 英通先生の節足動物に関する業績

I 研究論文

1925 未記録の一葉巻蛾l乙就きて，動物学雑誌， 37，261.

1926a Hyp巴rpediebei einer Libellennymphe. Proc. Imp. Acad. Tokyo， 2止:41印9

一←一 b Ein Inter巴ssant匂巴rFall von Kδrp巴rtors剖ionbei Ins巴kt句en.Zool. Anz.， 68: 205-208. 
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1930 a Untersuchung巴nuber die Speicheldruse der Libellen. Zeitschr. fur Morphol. u. Okol. d. 

Tiere， 17: 275-301. 

一-b M orphologie und Okologie von Clunio pacificus Edwards. 2001. J ahrb. Abt. Syst. 

Okol. u. Geogr. d. Tiere， 59: 253-280. 

1933a Uber das Hypopygyium inversum bei♀且旦♀・ Proc.Imp. Acad. Tokyo， 9: 76-77. 

一一ーb Regulationsvermorgen bei Libellennymphen. Eine vorlaufige Mitt巴ilung.(Mittarbeit-

er: H. Furukawa) Ibid.， 9: 124-127. 

1934 Exp巴rimentalstudies on the embryonic development of a cricket. Annot. 2001. J apon.， 

14， 373-376. 

1936a Experimentalle Hervorrufung neu巴rG巴adersbei Insekten. Versuch巴anLibellen. 

( Mittarbeiter: H. Furukawal . Biol. Zentralbl.， 55: 245-250. 

一一b Qu巴Iquesobservations sur 1巴developpementde Limulus longispina. Proc. Imp. Acad. 

Tokyo， 11: 450-452. 

一一c Quelques embryons malformes du Limule et leur signification pour ]' emberyogenie 

normal巴decet animal. Annot. 2001. J apon.， 15・ 321-324.

1937 Recherches sur l'巴mbryologiecausale du Limule 1. J our. Fac. Sci. Tokyo Imp. Univ.， 

(41， 3: 285-297. 

1939 カブトガニの発生花関する実験，動物学雑誌， 51: 88. 

1940 カブトガニ卵の採集， 採集と飼育， 10: 328-332. 

1959 Lunare periodizitat in der Fortpflanzung einer Pazifischen Art von Clunio (Diptera， 

Chironomideil . ( Mittarbeiter: H. Hashimotol. Biol. Zentralb!. ， 78: 545-559. 

E 総説

1935a 昆虫の実験形態学的研究1.見虫における移植実験 (古川晴男と共著)，植物及動物

3 (5): 950 -962. 

一一b 見虫の実験形態学的研究 II.変態とホルモン (古川晴男と共著)，向上， 3 (6): 1157-

1170. 

一一一c 見虫の実験形態学的研究， m.昆虫における再生実験(古川晴男と共著)，同上， 3 (7): 

1326-1336. 

一一d 昆虫の実験形態学的研究， N.趨の模様l乙関する問題 A. (古川晴男と共著)，向上 3

(8): 1483-1490. 

ー一一-e 昆虫の実験形態学的研究， V.麹の模様l乙関する問題 B. (古川晴男と共著)，同上， 3 

(9): 1655-1662. 

一一一f 見虫の実験形態学的研究， VI.昆虫における再生現象 (古川晴男と共著)，同上 3側:

1807-1816. 

一一一g 見虫の実験形態学的研究， vn.睦子発生lζ関する問題(古川晴男と共著)，同上， 3 (12): 

2149 -2161. 

(織田秀実)
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Hidemiti OKA (1902-1982) 

Hidemi ti Oka， Professor Emeri tus of Tokyo Kyoiku Uni versi ty， passed 

away on 16 June 1982 in Tokyo， at age of 79， from bronch工al pneumonia. He 

s巴rved the Zoological Society of Japan as a member of the Organizing 

Commi tte， and President of the Society for 1965-1966， and was an honorary 

member after 1973. He also served the Study Group of the Students of Arthro-

podan Embryology in Japan as an adviser. 

Oka was born on October 2， 1902 in Nishikata-machi， Hongo， Tokyo as 

third son of Asajiro Oka， who was a great biologist and was famous as the 

author of "An Introduction to Evolution Theory" (in Japanese). After gradu-

ating from the First High School in Tokyo， he entered the Faculty of Science 

of the Tokyo Imperial University (now Tokyo University)， taking the course 

of Zoology. During his undergraduate years at the University (1924-1927)， 

he made a study of the salivary glands of a dragonfly under Professor 

Seitaro Goto. 

Oka then went to Germany where he stayed for over two years between 

November 1927 and March 1930. He mainly stayed at the Kaiser Wilhelm Insti-

tute of Biology， Berlin， and was engaged in a work on experimental Embryology 

under Professor O. Mango1d. 

After his return from abroad， in April 1931 he was appointed Lecturer 

of Zoology at the Facu1 ty 'of Science， Tokyo Imperial Uni versi ty (now Tokyo 

University) in Tokyo. In 1935 he received the degree of D.Sc. for a work on 

the experimental analyse of double limbs in young larvae of;Hynobiu8. 

In 1939 he was appointed Professor of Zoology at Tokyo Bunrika Univer-

sity in Tokyo， and continuously， in 1949， he was also appointed Professor of 

Zoology at Tokyo Kyoiku University in Tokyo. 

During his professorship of 28 years in both Universities， Tokyo Bun-

rika and Tokyo Kyoiku， he worked acti vely for his zoological research and 

published many valuable papers contributing to experimental studies of limbs 

of Hynobiu8 (Urodela， Amphibia， Vertebrata) and embryos of the horseshoe-crab 

(Xiphosurida， Arthropoda)， the asexual reproduction of compound ascidians 

(Tunicata， Prochordata) and fresh-water bryozoans (Bryozoa， Tentacu1ata)， 

and the behavior of Clunio (Chironomidae， Diptera， Insecta， Arthropoda). 

His papers were written in various languages， such as German， French， 

English and Esperanto， according to materia1s. He also spent much time for 

many young students who wanted to earn doctoral degree. All the students 

were influenced with h 
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in University in Tokyo until 1978. 

Oka loved living insects and oth巴r animals. Occasionally， he said "1 

am a zoologist". Just so， he established his creative zoology. Wi th the 

death of Hidemiti Oka， Japan lost one of her most brilliant zoologists. 

Shuzi tu ODA 

Professor 
Biology Laboratory 
Rikkyo University， Tokyo 
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大木健市先生ご退官に当って

岩井川幸生

Dr.Een--iehiGgi，Emeritus 。fNagoya IJniveM勿

略 歴

大正 7年 9月26日 愛知県豊橋市に生まれる 昭和29年 7月 名古屋大学講師(分校)

昭和11年 3月 愛知県立豊橋中学校卒業 昭和34年 6月 理学博士

昭和15年 3月 京都高等蚕糸学校卒業 昭和34年11月 名古屋大学助教授(分校)

昭和17年 9月 東北帝国大学理学部卒業 昭和44年12月 名古屋大学教授(教養部)

昭和23年 3月 岡崎高等師範学校勤務 昭和57年 4月 名古屋大学名誉教授

昭和24年 8月 名古屋大学豊川分校勤務 昭和57年 4月 名古屋音楽大学教授

昭和25年 4月 名古屋大学岡崎高等師範

学校勤務(併)

業 績目録

1) ミヂンコの冬卵の発生開始の要因，生態学研究， Vol. 13，No.1， p.24~26. 1951 

2 ) 蛙匹に対するリチウムの作用，動物学雑誌， Vol. 60，No.1， 2， p.19. 1951 

3 )百1eeffect of lithium on the embryonic development of a fish， .Eleco疋lossus

主主主邑主 (Temmincket Schlegell. Sci. Rep. Tohoku Univ.， 4th Ser. 

(BioJ.)， Vol. 19 ，No.1 ， p.91~94. 1951 

4 ) 蛙の睦iζ及ぼす NaSCNの影響，動物学雑誌， Vol.61，Nα3，4， p.87. 1952 

5 ) ロダンソーダ処理による蛙旺の奇形出現率について，動物学雑誌， Vol. 62， 

No. 3， 4 ， p.114. 1953 
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6) On the lithium embryo of the frog's egg. Sci. Rep. Tohoku Univ. 4th Ser.， 

(8iol.)， Vo1.20， No. 2 p. 163~174. 1954 

7) ロダンソーダ処理による脊索及び脊髄の異常について，動物学雑誌， Vo1.63， 

No.1， p.170 . 1954 

8) Effects of sodium thiocyanate on the amphibian embryo. ] ap. ]our. 2001.， 

Vol.11， No.3， p.373~386. 1955 

9) NaI及び:NaSCN処理lとする異常脊索の細胞数について，動物学雑誌， Vol. 

65， No.3，4， p. 100~ lOl. 

10) Autoradiographic study on the incorporation of S35-sulfate into mucous 

gland of ♀h亘旦旦~lam盟主・ ]our. Biochem. VoI.43，No. 5， p.697~700. 

1956 

( with S. Suz叫o) 1956 

11) Influence of sodium iodide and sodium thiocyanate upon the development 

of frog's embryos. Embryologia， Vol. 3， No. 3， p.221~236. 1957 

12) ロダンソーダ処理による両棲類外植体の背方化，動物学雑誌， Vol. 66， 

No.2， 3， p.50 ~5 1. 

13) The effect of sodium thiocyanate on the isolates of the presumptive ectoderm 

and medio+ventral marginal zone of 1旦担旦S盟呈旦担皇・]our. Embryol. 

1957 

and Exp. Morphol.， Vol. 6， p. 412~417. 1958 

14) Inductive ability of the isolated ventral m巴sodermof T旦旦E盟主旦担旦

dorsalized by various agents. Embryologia， Vol. 4，No.2， p.161~173. 1958 

15) 薬品処理による背方化組織の誘導能，動物学雑誌， Vol. 68， No.1， p.53. 1959 

16) イモリ脹の予定外睦葉に及ぼすリチウムの作用，動物学雑誌，Vol.69， No. 

1， 2， p.13. 

17) Vegetalization of the presumptive巴ctoderm of the Tr出世巴旦旦出by

exposure to lithium chloride solution. Embryologia， Vol. 5， No.4， 

1960 

p.384~396. 1961 

18) イモリ匪の蛋白質の猿紙電気泳動像，動物学雑誌， Vol. 71，No.1， 2， p.19. 1962 

19) イモリ腔発生における蛋白質の変化，動物学雑誌， Vol. 71，No.4， p.121~13 1. 1962 

20) イモリ初期匹における調節能，動物学雑誌， Vol. 76， No. 11， 12， p.406. 1967 

21) Determination in th巴developmentof the amphibian enbryo. Sci. Rep. 

of Tohoku Univ.， 4th Ser.( Biol.) ， Vol. 33， No. 3， 4， p.239~247. 1967 

22) Regulative capacity in the early amphibian embryo. Research Bull.， 

Vol. 13， p.31~40. 1969 

23) カマキリの卵巣小管の構造と卵母細胞の分化，動物学雑誌， Vol. 78， No. 10， 

11， p.372. 1969 

24) Lampbrush chromosomes of oocytes in 邑豆旦旦里~ pi盟主(Dictyoptera) . 

Annot. Zool. ]apan.， Vol. 46， No. 4， p.215~223. 1973 

25) ゴキブリ卵母細胞に見られるランプブラッシュ染色体，動物学雑誌，
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Vol. 82， No. 4， p. 367. 1973 

26) ゴキブリ卵形成過程について.Proc. lst~9th Symp. J ap. Soc. Anthrop. 

Embryol.， p. 28. 1974 

27) カマキリの卵形成過程の電顕的研究. 1 卵形成と櫨胞細胞の関係，動物学雑誌，

Vol. 83， No. 4， p.454. (岩井J11と共著). 1974 

28) カマキリの oogenesisにおける減数分裂.Proc. 10th Symp. J ap. Soc. 

Arthrop. Embryol.， p. 5. 1974 

29) カマキリの卵形成過程の電顕的研究 11卵形成時における染色体と仁，動

物学雑誌. Vo1.83， No. 4， p.456. (岩井川と共著). 1974 

30) カマキリの卵形成と卵黄蓄積，動物学雑誌. Vol. 84， No.4， p.470. (岩井川

と共著 1975

31) Mitochondrial changes during the oog巴nesisof the mantis， Paratenodera 

aridifoli主・ Proc.12th Symp. Jap. Soc. Arthrop. Embryol.， p.33~34. 

( with Iwaikawa 1 • 

32) カマキリの卵形成過程の電子顕微鏡による観察，動物学雑誌. Vol. 85， No. 

4， p.523 (岩井J11と共著).

33) Ultrastructure of spermatozoa of the mantis， I旦単立a豆且丘且旦

(Dictyoptera， Mantoidea， Mantidael . Proc. 13th Symp. J ap. Soc. Arthrop. 

Embryol.， p.8 and 23.( with Iwaikawa and Urakawal . 

34) カマキリの精子・精子束の微細構造，動物学雑誌.Vol. 87， No.4， p.512 

1976 

1976 

1977 

(岩井川，浦川と共著 1978

35) 瀬戸市十軒町丘陵地の自然環境調査報告書，同朋学園(高橋・嘉藤と共著). 1979 

36) Osmiophilic and sudanophilic granules in the oocytes of a mantis ， 

主旦旦坐旦在国延弘旦(Dictyoptera，Mantodeal. Proc. 14th， 15th Symp. Jap. 

Soc. Arthrop. Embryol.， p.34. (with Iwaikawal， 1979 

37) オオカマキリの卵形成過程における脂質について，名古屋大学教養部紀要，

24， p.55~65 (岩井J1 1 と共著~ 1~0 

38) 下等脊椎動物の地理的分布と生態学的諸問題の解析 岐阜県のオオサンショ

ウウオiζ関する調査研究，名古屋大学教養部紀要.24， p.21 ~54 

(高橋・岩井川と共著)

39) オオカマキリ卵の卵殻について，動物学雑誌.Vol. 90， p. 652 

(岩井川と共著). 

40) オオカマキリ卵の卵殻の構造，名古屋大学教養部紀要. 26， p.69 ~83 

(岩井川と共著).
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大木先生のこと

岩井川幸生

この四月 i乙大木先生は名古屋大学を去られた。私は生物教室l乙席をおいて以来十数

年間おつきあいいただいた乙とになる。

海産動物を相手lζ仕事をしていた私を昆虫の世界へ，それも発生学への領域へ案内

して下さったのが大木先生でした。赴任してまもないある日，私の部屋にこられた先

生はそれまで続けておられたど研究のあらましを話され，共同研究を提案されたので

した。私か冒頭を使用して仕事をしておった乙ともあって，カマキリ卵の核を微細構造学的な

立場から追求する乙とにした。先生がランプブラッシュ染色体に関心をもたれていた乙とと

も関係があったのでしょう O 乙の話を契機にして私にとっては全く新しい仕事が始ま

りました。小学生の考えるような疑問をもって先生の研究室を訪れたのもたびたびの

ことでした。先生の方では仕事がどんどん進行するのに，私の方はといえば，どこを

どう歩いているのかさっぱりわからず，なんとなく様子がわかるようになったのはず

い分後の乙とでした。その頃には先生の方は，ど自身のデータをもとに論文の骨格を

作り終えているのでした。仕事の進め方の“コツ"を黙って教えて下さったのだと，

スロースターターのわカ場に気合いを入れて，写真を撮りまくったのもひと昔前の出来事

になります。

先生の積極的な姿勢はいろいろな所でみられ，その速攻ぶりは当談話会に関係する

ことでも発揮された。数年前，会の特徴をいかした本を世に送り出すことが計画され

た時のことである。ある年の談話会から帰られて「……の様な話が出たよJと話さ

れた。遠い先の乙とと思っていたら，数日後「乙んなのができたけど， …」と意

見を求められたのが，何と後日談話会lと原案となって提出されたものの出発点となる

ものであった。印刷物やその年の口頭発表の内容を畠酌されながらA氏には…ーにつ

いて何頁ぐらいで B氏には……についてお書き願おうかと編成作業をまたたく聞に

やり終えてしまわれた。不幸にも日の目を見ずに終わってしまったが，もし実現して

おったなら，先生の本領発揮となるべき出来事であったろうと思われる。

同じようなととは現役時代の講義の際にも見られた。私など前日になってようやく

講義ノー卜のできあがるのがいつものととなのに，先生の場合はちがっていた。先生

によれば加令と共に，教養部という性格によるのか，予期しない用件がとび乙んでく

る。 だからノート作りとその充実は常にやっていなければならないというわけである。

一夜漬けで糊塗しておった私などには，半年も先の講義の準備に専念しておられた先

生の姿が，いつまでも忘れられない乙ととして残る乙とであろう。

乙のような指導力は先生の若い時の苦しい特異など経験が土台になって作られたの

かとも戦後育ちは思う。いつも先頭にたって隊をリードしなければ，明日が保証され

ない修羅場をくぐり抜けて乙られた体験が学問の，そして教育の場に生かされていた

のだろうと外野席からは見えた。
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見虫の世界へ導いて下さったこと，講義の仕方をそれとなく暗示して下さった乙と

など思い出はっきない。音大の学生を相手の生活に意欲を燃やしておられる大木先生

には，いつまでも御健やかにと願うのである。

1982. 7. 30 

第18回 節足動物発生学談話会会記

期日昭和57年6月5日(土)-6日(日)

会場筑波大学菅平高原実験センター

会場の交通の便が悪い為，多くの参加の方々

には，前日中に来ていただくことになった。そ

の夕食後は，宿泊棟の小部屋lと酒が集り，すし

詰め状態での“宴会"となり，歌があふれた。

第 1日目 朝9時に安藤裕氏の挨拶で開会と

なる。 44名の方の参加をいただく o 10題の講演

後，タ 6時，当センターから懇親会場のホテル

ダボスに三々五々，徒歩で移動。本年退官され

主賓になっていただいた大木健市氏のご挨拶に

続いて，オフeザーパーとして参加いただいた，

立教大学教授織田秀実氏に乾杯の音頭をとって

いただき懇親会となる。会たけなわの頃，後閑

暢夫氏・宮沢豊氏・貴固まゆみ氏が会場にかけ

つけられる。酒・食事が多少不足ぎみではあっ

たが，盛会のうちに，予定をオーバーして10時

に散会となる。会場からセンターにチドリ足ぎ

みで戻り，再び宿泊棟lζて二次会，夜12時過ぎ

までシンポジウムを続けた。

第2日目 3題の講簡の後，総会が聞かれ，

正后l乙閉会となる。参加者の半数の方は午後の

予定の「山菜を昧わう会」に参加された。交通

の便の為 6日も宿泊いただくこととなった一

部の方は，午後仙仁温泉や採集に行かれた。

15題の講演が予定されていたが，残念ながら

岡田益吉氏の「卵表面細胞化開始のシグナノレJ.

小林幸正氏・安藤裕氏の「ヒロコパネ匹子の器

(名古屋大学教養部生物学教室)

官形成J講演は，岡田・小林両氏のど都合で取

り消しとなった。講演数が13題(各30分)と比

較的少なかった為，討論がゆったりできた様で

あった。会期中は天候lζ恵まれ，早朝散歩され

る方もおられ，さわやかな高原の初夏を味わっ

ていただけたかと思います。談話会としての最

後の大会も済み，この会の学会への発展を祈る

次第です。

総会記事議長大木健市氏

1. 会員消息

大木健市氏が昭和57年3月で退官された。

2. 来年度の会場の件

岩手大宮慶一郎氏にお世話し、ただき，陸中

海岸のしかるべき所で 5・6月lζ開催。

3. 談話会学会化の件

森元氏から説明があり，検討が繰り返され

てきた会則のプリントが配られる。 r談話会

としての趣旨を忘れずにJという乙とが強調

され，参加者により学会化が可決された。当

日，昭和57年6月6日をもって学会が創設忘

れ，学会会則が施行された。

会長は満場一致で安藤裕氏IL.本部は当分筑

波大学菅平高原実験センターに置くことが決

った。他の学会役員の選任は会長一任とする。

学会としての歴史を示す為，昭和38年度第 1

回昆虫(節足動物)発生学談話会大会を第 1

回大会とし，大会回数を通算することになっ

た。それ故，学会化第 1回目の岩手大会は第

19回となる。 (46:頁lζ続く)
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カプトガニの初期発生における RNA合成

伊藤富夫・中村敦子・塚本 正(静岡大・教育・生物)

脊椎動物や練皮動物では，重義経むはじめまでの

発生にとって，決 NA合成は不必要で，母系の

卵内lζ貯えられたRNAでまかなわれている乙

とが知られている。

節足動物のカブトガニではど、うで、あろうか。カ

ブトカ〉踏において，形態形成に関連する RNA

はいつごろから作られるのであろうか。タンパ

ク合成と発患は密接に関逃しているのであろ

うか。

〔実験〕以上のことを議べるために，前自の当

学会の発表にひきつづ、き，次のような実験を行

なった。1.各ステージより， 2. 5μ g/me程

度のアクチノマイシンDCAct.D)で連続処理。

2. 各ステージにおいて，犠々の謹度む Act.D

で24時間を中心とした短時間処理。 3. 上

記 2っと問機の実験をタンパク合成阻害剤サイ

クロヘキシミド CC狂〉で実験。 4. 各ステ

ージでRNAの合成量を3日ω ウリジンのとり乙

みによって測定。 5. 各ステージで， RNA 

{結集〕その結果，次のζ とがわかった。

1. 議続処理しでもステージ 4(卵表に核が現

われ，広がる時嬬)までは， Act. DIとよって

発生は止まらない。 2. ステージ 5 (卵表i乙

細胞が均一iと強び，表割する時期〉以降は

Act. D によって発主主題害を受ける。すなわち，

連続処理するとステージ4-5の簡で発生はと

まる (Fig.1)。

3. ステージ 4以前に短時間処理された経は，

ステ…ジ 4-5より先には進まない。

4. C廷によって，いずれのステージ(ステ

ージ4以前も含む〉から処理しても発生は即

座にとまる。

5. Act. D， C廷ともに，ステージ4付近の

処理で，重複騒を生じさせる。これらの処理さ

れた肱は，正常潟水iζ戻された後，幸子しし発

生，特iζ表製鶏が還しれ長びくが，n基盤iまlか所

iこ生じた。なお，出現期の経擦の大きさは正常

のものより大きかった(細胞も正常のものより

大きくみえる)。その後の臨機の発達も乱れ，

経がどんな方向にもでき，多議経になった。

6. 各ステージにおけるRNAの合成量，定量

値はFig.2および3の通りである。

{考察〕 以上の結果より，次の乙とが措定され

るO

カブトガニ臨において，

1. ステージ4までの発生は母系むRNAで

進められる。

2. ステージ5以降の発生を進めるのに必要な

RNAの一部は，ステージ4.121.詰立に作られる。

3. RNAの合成は発生の初期から行なわれ

ているようだが，本格的な合成はステージ 7

{経盤出現窮)以降である。
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RNA SYNTHESIS OF THE EARLY DEVELOPMENT IN THE EMBRYO 

OF THE HORSESHOE CRAB， TACHYPLEUS TRIDENTATUS 

Tomio ITOW， Atsuko NAKAMURA and Tadashi TSUKAMOTO 

Department of Bio1ogy， Facu1ty of Education， Shizuoka University 

We sha11 report effects of RNA inhibitors on the deve10pment of Tασhy-

pLeus tridentatus (Che1icerata: Arthropoda)， and RNA synthesis of this 

anima1 during the embryogenesis. 

Our experimenta1 resu1ts wi11 be summarized as fo11ows. 

1) Deve10pment of Stage 4 (late nuc1ear migration stage) and younger 

embryos may not go beyond the stage (ear1y superficia1 c1eavage stage) when 

the embryos were continuous1y treated wi th actinomycin D (2.5 )lg/m1) (Fig. 

1). Stage 5 and older embryos simi1ar1y treated fai1ed to deve10p further. 

2) Deve10pment of Stage 4 and younger embryos stops at the ear1ier 

phase of Stage 5 when the embryos were treated with actinomycin D (2.5ぃg/m1)

for24 hours at any time of the deve1opment. 

A 

B 

c 

D 

Fig. 1. The norma1 and treated embryos. The embryos at right side of this 

figure were continuous1y treated wi th 2.5μg/m1 actinomycin D from Stage 1. 
Left side: norma1 embryos for contro1. A， Stage 1; B， Stage ear1y 3; C， 
Stage 4; D， Stage ear1y 6; E， Stage 8; F， Stage 10. 
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Deve10pment of the embryo日 at a11 stage日 ceases immediate1y when 

the embryos wer母七T号atedwith cyc10heximide (0.01七o100μg/m工). 

4) We obtained various types of monst日rs when Stage 4 embryos were 

treat母d ei七h邑r wi七h‘ ac七inomycin D (25七o 250ドg/m1) or cyc10heximide (10 to 

3) 

100μg/m1) . 

We therefore conc1ude that d也、!elopmen七 ofStage 4 and younger embryos 

may like1y be dominated by materna1 RNA， bu t a part of RNA nec日ssary for 

further deve10pment after Stage 5 ha日 a1readyb日enproduced at ear1ier stages. 

determined RNA synthesis during the embryog告nesis of this 

anima1 by means of incorporation of 3H-Uridine into th巴 fraction of RNA. 

seen in Figs. 2 and 3， 

creases gr日at1yfrom Stage 7 onward. 

a1so W号

As 

synthesiz脅d within th告 embryos in-of RNA amount 

50 
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30 
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9 B 7 8 s 4 

Stage 

Fig. 2. The quanti ty of RNA a七 each stage (mean土S.E.). U， unfertilized 
日gg; F， fertilized egg; ( )， unfertiliz日d egg which was reared for 10 days 
in sea water. 
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カブトガニ類 2種戒体のi韓?生生語系む比較形態学

牧間俊樹(筑波大・下田臨海実験センター〉・鰐口 晃一〈筑波大・生物科学系)

アメリカ産 CLimuluspolyphemus) および

日本産カブトガニ CTa虫盟国strident羽田)

の機戒体において，生殖系の比較解剖学的およ

ひ滝監織学的検討が行なわれた。両種の雌性生殖

系は，卵巣部と輸卵管部lと大別される。両者は

ともに管状で互いに連続しているが，卵巣部は

卵影E立の壌であり，管壁中および管壁の外観表

面lと，いろいろな発達段階の多数の卵細脆を含

むのに対して，輸卵管部は卵の通路であり，形

成途中の卵は含まない。両種の雌J性生殖系の形

態学的差異は，卵巣では主として卵母鱈臨む大

きさの変異ノfターンに，また輸卵管では主とし

て輸卵管枝管の分布様式に，それぞれ顕著に認

められた。

部巣認 旬再麓の弗巣の形状は互いによく似て

いる。細い卵巣管は多数に分岐して細かい網目

を作り，頭胸部の大部分後占める巨大な中腸腺

塊の背側表面に一層lと展開する。卵は乙の卵巣

ネットワークりどの部分でも形成され，調穫と

も直窪田μmを乙える卵母細目包と成熟卵はすべて，

短い卵柄上に乗って卵巣管壁外l乙突出している。

L.polyphemusでは，乙れらの卵母細胞の大き

さの変異は成熟弗〈産窪約 1蹴)に至るまで連

続的で，特定の発達段階における成長の休止は

見られない。一方， T.主誠E旦主担立では， 直接

500-600μm以下の卵母細胞(前卵策形成期卵

母綿鱈〉では連続的であるが，それらと成熟邦

〈直鑓約3盟m)もしくは，卵黄影成期卵母組臨

(短期間iときわめて向調的に成長して成熟卵に

なる)との聞には著しい大きさの断絶がみられ

る。すなわち，卵黄形成を開始しなかった卵母

鱈砲はおそらく生鶏時期まで，そむまま成長を

休止するもののように思われる。

輸卵管部 両種とも，生殖門は生嫡蓋板の後

側表面にある i対の雌性生殖乳頭上に聞く。 1

対む耀かい輸卵管主管は，それぞれの生議内か

ら蓋板内を通って前背方へ進み，頭胸部後背端

付近で、腸の両側lζ至る。各主管はここから 4本

C L. polyphemus)または 2本 CT.tridentatus) 

の枝管に分岐する。 ζれらむ枝管はそれぞれ前

行枝 t揖に拾って前方へむかう。L.polyphemus

では内側および外側の 2本，工，![迅2盟主担えでは

1本)，倒j行校(頭胸部後縁に沿って側方へむ

かう〉および後行枝〈腸に諮って後方にむ

かい，臨部l乙入る。T.tridentatus成体にはない

が亜成体にはしばしばある)である。前行枝

と側行枝の先端は多数lζ分岐して輸卵管ネット

ワークを作り，それぞれ卵巣ネットワークに移

行するが，後行枝は腹部に卵巣ネットワークの

分布がないため，卵巣iζはつながらなし、。また，腸

をとりまく寵状の輸卵管ネットワークがあり，

左右の輪卵管枝管 CL.polyphemu5では内鶴前

行技と後行技， T. tridentatusでは前行校)を連

結しているが，乙れも卵巣にはつながらなし、O

L.polyphemusの輸卵管部は. T. tridentatus 

のものにくらべて著しく複雑な，遠路のような

通路をなしているが，期巣控から移動して来た

成熟卵は， ζの通路のほとんどがあらゆる部分に

見出おれ，乙の長い通路が実際lと機能的である

こと安示している。成熟卵がうみ出されるまで

に， ζのような複雑な経路を通らねばならぬ理

由はまだ明らかでない。 T.tridentatusではこ

の経路ははるかに単純であるが，亜成体でしば

しば後行枝が見られることから，おそらく L

Polyphemu5様の後行枝をもっ担先から由来し

た乙とが推察される。
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FEMALE REPRODUCT工VESYSTEMS IN ADULT HORSESHOE CRABS， 

LIMULUS POLYPHEMUS AND TACHYPLEUS TRIDENTATUS 

Toshiki認AK工OKAand Koichi SEK工GUCH工

Shimoda Marine Research Center， University of Tsukuba and 
Biological Institute， University of Tsukuba 

In American and Japanese horseshoe crabs， Lirrrulus polypherrrus and T，ασhy-

pleus tridentatus， adult female reproductive 日ystems，the ovary and the 

oviduct， Were examined anatomically and histologically. A close resemblance 

was found in the feature and construction of their ovaries. A fine and 

p工ane network of 七he tubular ovary spr桂昌ds ov母r th号 dorsal surface of the 

midgut gland which occupies the greater part of the cephalothorax. Eggs were 

produced in any area of the ovarian network. Besides very young oocytes 

occurring in the ovarian wall， a great number of oocytes and mature eggs 

wer申 foundon the outer surface of the ovary. In L. polypherrrus， the size of 
these egg cells varied con七inuou器lyfrom very young oocytesto mature eggs. 

In T. tridentαtus， however， ther申 was a remarkable gap in size betwe暗n the 

largest group of oocytes and the mature eggs. Such a differ、申nceseemed to 

be a reflex of that betw号en their oogenic patterns. Another remarkable 

difference was found in their oviducal running pattern日 InL. polypherrrus， 

七he oviduc七s coming from a pair of gonopores divided into a number of bran-

che臼 which constructed some complicated oviducal networks before connecting 

with 七he ovarian network. Mature eggs migrated through these labyrinthian 

oviducal networks. 工n T. tridentαtus， however， the oviducal running pattern 

was much simpler. Some phylogenetic meanings of these morphological differ由

ences were discussed. 
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ガロアムシ外部生殖器官の後匪子発生

長島孝行(東京農大・昆虫)

ガロアムシ目 (NOTOPTERA)若虫の雌雄の識

別が，外部生殖器でできる乙とはすでに知られ

ている仰'ALKAR，1919; CRAMPTON， 1927)。し

かしながら，乙の差異の出現する stageや発育

過程については良くわかっていない。そこで今

回は，日本産ガロアムシ Galloisiana 旦辺pO-

nenslsの各若虫の生殖節・後生殖節について外

部観察を行なった。

結呆は以下の通りである。

成虫 雄のcoxiteは不実摘巧左のものが大きく.

右のものは細長く基部背面lζprocessをもって

いる。生殖器は 2つの不対称な phallome陀か

ら成り，左のものは大きな sacをもっている。

これは反転する (WALKER，1919)ものではなく，

通常は phallomereの基部にたたまれ，交尾時に

のみ伸長する。右のphallomereは3個のCOpu-

latory scleriteをもっている。一方，雌では 3対

の陰弁から成る発達した産卵管をもち， dorsal 

valvulaが最も長い。 coxite，stylusは雌には存

在しない。また後生殖節には雌雄共に cercus'

paraproct， epiproctが存在する。

1-4令若虫 coxite， stylus. epiproct， para-

proctはI令から観察される。乙れらの若虫lζ

雌雄の差はみられない。

5令若虫雄の腹部第9節腹板の後端から

対の primaryphallic lobe (phallomereの原基江

が，わずかに突出してくる。また雌では，第8

節腹板の後端から I対の ventralvalvulaの原

基がわずかに突出してくる。

6令若虫 雄のprimaryphallic lobeはわずか

に大きくなる。また雌では innervalvulaの原

基が第9節腹板の後方から突出してくるO

て，左の coxiteが右のものより大きくなる。

primary phalic lobeも不対称になってくる O

8令若虫(終令) 雄の coxiteはさらに不対称

になる O 右の primaryphallic lobe fCはsac

が形成される。また第10節背板はとがり，巴pl

proctとの区別が明瞭になる。雌では ventral

valvula i inner valvulaが大きく伸長してくる。

また coxite.stylusの部分に dorsalval vulaが

伸長し，その先端部には stylusの残余と思われ

る乳頭状の突起が観察される。

以上の様に雄の primaryphalli.c lobe は

MATSUDA (1976)の考えた様に分裂せずに成虫

のphallomereとなる O 雌では， ventral val vu-

laの原基は第8節腹板の後端から，また inner

valvulaの原基は第9節腹板の後端から突出し

両者は発育の仕方からみて相同なものと思われる。

また innervalvulaは，雄のphallomereとも相

同と思われる。 dorsalvalvulaは若虫時代の

coxiteがしだいに伸長したもので， stylusは退

化・消失してしまう。

また見虫の外部生殖器官の起源については

一般に附属肢起源 (VERHOEFF.CRAMPTON 

SCUDDER. SNODGRASS等)と考えられてい

る。しかしながら，今回ガロアムシの外部生殖

器官の後脹子発育を観察した結果，雌のdorsal

valvulaは coxiteの変形したものであるから附

属肢起源と考えられるが， inner valvula，. vent-

ral valvula.雄の phallomereは腹板の外生物

と考えられる。乙の様に昆虫の外部生殖器官は，

MATSUDA， HEYMONSが考えた様lζ附属肢だけ

でなく，腹板の外生物からも形成されると思わ

7令若虫 腹部第9節の腹板と coxiteが分割し れる。
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POST茸波BRYON工CDEVELOP純ENTOF EXTERNAL.GENITALヱA

工NGALLOISIANA NIPPONENSIS (CAUDELL ET K工NG)

{NOTOPTERA: GRYLLOBLATTIDA茸}

Takayuki NAGASHIMA 

Laboratory of Entomoヱogy，Tokyo Univer諮ityoI Agricu1tu1"e 

In Notopte1"a， it is known that the sex in nympha1 stage i田 distingui日h時

ab1母 by the st1"uc七u1"e of 君主七erna1g告nitali<王 (rudiment) (Waヱk号1"， 1919; Cram-

pton， 1927). Howev母1" the developmen七昌工 p1"ocess of 告xte1"n車工 genitalia du1"ing 

th由 postembryonicdeve工opmentis unknown. 

工n this study， the postemb1"yonic d母velopmentof genital and postgenital 

seg'除草註七8wa容 examin告d.

1st-4th nymphal ins七品1"8: The coxi七邑 8ty1u8， 曹pip1"oct and paraproct 筏1"e

obs申rved in the 1st nymphal instar. The s曹x is almo日tindistinguishab1e by 

the geni七a1segmen七 atthe詰estage8・
5th nympha1 insta1":工n th母 ma1母 thepaired p1"imarypha11ic 10b母s (rudiment 

of the penis) sta1"t to appear at the hind ma1"gin of th自 9thst日1"num. In the 

f邑ma1ethe 1"udim告ntof ventral va1vu1ae origina七宮器 at the hind ma1"gin of the 

8th s七e1"nu怒.

6th nymphal in由ta1": Th世1"udimentsof inne1" va1vu1ae begin to appea1" on the 

9th ste1"num， in addition to the 1"udiment of v告ntra1valvu1a. 

7th nympha1 instar: 工n 七he ma工程七he coxit号s are separated from the 9th 

abdomina1 segment and they are a田ymmetrica1 p1ates. Th号 P工、ima1"Y phallic 

10b曽田 a1so become asymm申trical.

8th nympha1 instar: A七 this stage the epiproct b日comes distinguishab1e 

from th号 10thabdomlna1 t母rgitebecause th世 1att告r f'orms an acute 君c工erite谷

工n the femal唖 the ventral valvulae and inner valvula母 elong日te and w骨11

d日veloped. The long dorsa1 valvula is formed from the extension of nymphal 

coxite，官hilethe nymphal sty工usis r苦duced，and th告 remainderof' the coxit告

f'orm賠 a nipp1師時likeprocess on th由 proximal part of th申 dorsal va1vula. 

Adu1t: 工n the mal告 the coxi七時 is a器ymmetrica工 th帯 1eft 企oxi七e being 

1arg君主、 than the right on母・ Th吉 penis al露。 consists of t腎o. asymmetrical 

phallomer牢s which are d ifferen七 in shape and 邑ize. The 1哩ft pha110mere 

be品?呂 a large sac which Can be expanded at copu1註七ion. 工n th申 fema1母 the 

ovipo日itor consist臼 of three pairs of valvula巴 a器 in oth日r orthopteroid 

ins告cts. A11 thr程在 pairs of' va1 vu1ae are w母11 d母velop母d， th串 dorsal pair 

b告ing七h母 1ongest. S七yliand coxi t骨sare ab怒entin the adult f'ema1e. 

No further division of each primary pha1lic 10be takes place during 

postembryonic deve10pm号れ七 議sMatsuda (1976) sugge思七告d. Th告 V母ntraエva1vulae 

of the 8th abdomina工$母gment ar時 thought 七o b母 homo1ogous wi th the inner 
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valvulae of the 9th segment， judging from their site and mod母 ofd母velopment.

Furth母r，七he inn母rval vula may a180 be homologous wi th the primary phallic 

lobe (phallomere) of the male. 

As Ma七suda'8 (1976) r告viewindicates. the si te of origin of ex七時rnal

geni talia i8 variable. For the postembryonic development of七:heexternal 

geni七aエia in Nototp号ra，七hedorsal val vula app母ar8 to b邑 derivedfrom the 

embryonic abdominal appendage， while the inner valvula， ventral valvula畠nd

phallom母T告 are derivatives of th母 integumentaryoutgrowth of the abdominal 

s七日rnites.
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モンシロチョウ幼虫筋肉の解剖学

辻村秀信(東京農工大・一般教育)

鱗麹目見虫の筋肉の発生を調べるにあたり，

まず最初に幼虫と成虫の筋肉の解剖を行った。

幼虫の筋肉の解剖学は，すでにいくつかの種で=

行われているが，未だ各筋肉の命名法も確立し

ておらず，種間や体節聞の比較も十分なされて

いない。この原因の一つが，幼虫の外骨格があ

まり分化していないために，成虫のように筋肉を

その付着位置で同定する乙とが困難で、ある乙と

にあると考え，まず最初に外骨格と筋肉の付着

点の関係を調べ，それにもとづいて，筋肉の解

剖を行った。ここで調べたのは，中胸と後胸，

腹部第 1，第4体節である O

外から観察すると，幼虫は intersegmental

foldの他l乙浅いみぞをそのクチクラの表面l乙

持っている。中胸と後胸では，背方l乙4本の横

溝を，腹方に 2本の横溝がある。これをそれぞ

れ dorsalcosta， ventral costaと呼ぶ。腹部第

1節と腹部第4節は 5本の dorsalcostaと3本

の ventralcostaを持つ。乙の他lと腹部の体節

は側方lζ1本のみぞ (antero-posteriorline)を

持つ。

各筋肉の付着点は必らずしも別々に分離して

おらず，積み重ったり，列に並んだりしている。

また，付着点、の位置はみぞと深い関係にある。

すべての大程度または中程度の大きさの付着点

と，ほとんどの小さい付着点が，溝の上又は，

その近くに存在する。

次に付着点、の位置で同定しながら，筋肉の解

剖を行った。中胸には半側に71本，後胸には70

本の筋肉が存在するO 両体節で筋肉はほとんど

同じパターンに位置されている。日本の筋肉が

両体節l乙共通して存在した。一方にのみ存在す

る筋肉で大きいものは，中胸の側方内側前万筋

1本と，後胸の腹方内側縦走筋2本である。

腹部第 l節には44本，第4節には51本の筋肉

が半側lζ存在する。乙の場合も両体節は似たパ

ターンの筋肉配置をもち，多くの筋肉が両節l乙

共通に存在する。一方にのみ存在する筋肉は，

腹部第 1節に 7本，第4節lζ10本ある。また腹

部第 1節は，腹脚を動かすためについている腹

部第4節の plantarretractorと， proleg retra 

ctor， accessary proleg retractor I乙相同な筋肉

を持っている。

モンシロチョウの幼虫の筋肉系を，すでに報

告されている他の鱗趨目昆虫のそれと比較した

と乙ろ，鱗麹目見虫の幼虫の筋肉系には，共通の

基本型が存在する乙とが明らかになった。

ANATOMY OF EXTERNAL STRUCTURE AND MUSCULATURE 

IN A LEPIDOPTEROUS LARVA， PIERIS RAPAE CRUCIVORA 

Hidenobu TSUJIMURA 

Laboratory of Biology， Tokyo University of Agriculture and Technology 

Anatomy of external structure of the body wall and musculature in the 

meso-and meta-thoraces and the 1st and 4th abdominal segments are described. 
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Be日ides the int申rsegm申ntal folds， the larvae have som由 shallowgrooves 

on th号 body cu七ic1e. The I抗告so-and meta四七horaceshave four transvers号 sha1-

low grooves on the dorsal 日ide (dorsal costae) and two on the ventral side 

(ventra1 costae). Theエstand 4th abdominal s告gmen七shave five dorsa1 cos-

tae， thf日e ventral costae， and a pair of antero-posterior grooves on the 

1ateral side. 

Attachment si士es of each muscle are not always isolated from 巴ach

other、.but have a t母ndencyto be piled up or lined up to form various sizes 

of uni ted attachment si tes. The si tes have c10s暗 reユationship to the 

grooves on the cuticle. All of the large and medium sized attachment sites 

and most of the sma1l sites βre located on or near the grooves. Al工 ofthe 

grooves except one dorsal costa in the abdominal segments have some mu日cle

attachments. 

There ar申 71 musc1es in the hemi-mesothorax and 70 muscles in the 

hemi-metathorax in mos七 of the ins号ct. Both segments have similar patt母rns

of musculature. Fifty eight of the muscles are pr日目ent in both segments. 

Among the larg告 muscles，one of the lateral internal anterior muscles in the 

mesothorax and two of the ventral internal 10ngitudinal muscles in the 

metathorax are unique. 

Th母 1st abdominal hemi-segment has 44 musc1es and the 4th abdomina1 

h日mi-segment has 51 muscles in most of the individuals. おothsegments are 

al器o simi工ar in muscula七ure. Many of the muscl号s are pres哲ntin both seg-

ments. Seven of the muscles are unique in the 1st abdominal segment， and 

七h告rear忠七enunique ones in七he4七habdominal segment. The 1st (non proleg-' 

b申aring)abdominal segment has th母 equivalentsof the plantar retractor， the 

proleg retractors， and the accessary proleg retractors in the 4th (proleg-

bearing) abdominal segment. 

Th申 musculature in P. rapae are similar to those of some other lepido-

pterous larvae. Based on the similari ties， the basic plan and segm母ntal

homology and 母pecificity of the musculature in the lepidopterous larvae are 

discussed. 
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Calopferyx農の詑縄行動の比較〈轄蛤EI.カワトンボ科〉

宮 111 幸三(学習院)

Calopteryx閣の行動に関しては欧州産 3積，

北米産2輔の詳細な研究があるが，邦産穏につ

いてはミヤマカワトンボ♀長笠盟話主主アオハ

ダトンボ C.ヱ主義立主限豆誌の研究があるのみ

で，ハグ口トンボ c.拡盟taIζ関する報告は皆

無である。ハグロトンボは♀の趨iζ譲縁紋を欠

く点で本織の中では特異な麓である。

読者は1980年以来毎シーズン埼五県の高麗JIl

でハグロトンボ，アオハダトンボ， ミヤマカワ

トンボを観察して， ζの方部のデータを集積し

たので， ζ 乙には配偶行動についてハグロトン

ボを中心に他穆と比較して述べてみたい。

Calopteryx腐の配偶行動は次のような行動

の連鎖から成り，積聞の差異が乏しい。

(1) 念テリトリ…形成，~卵場所となる水草の

ある沿岸水域。

(2) ♀出現一札♀に求愛誇示産卵場lζ議選弘

(3) ♀，ぢ iと反応，俸の植物lと静止 合，♀ iと

求愛飛行で接近。

(4) ~， ♀に閉じた主義にマウント，長紡へ歩く。

(5) お腹部を曲げ，尾部付属器で♀の前腕節を掠

提して連結。

{郎 氏♀を吊り上げ，捜部を曲げて自身心第

8腹節にある生殖孔から第2腹節の交尾器iと

靖子を移すー♀麗部を曲げて交尾姿勢をとる。

(7) 交尾。原則として同じ葉上で終了する。

(割 合交恩後直ちに水面lζ民る一一♀しばらく

休止の後水面化降り藤卵…一-~， ♀を誘導，

警護，捜入念を追い出す。

以上がなわばり念の持動の連鎖であるが，あぶ

れ舎は(1)，(2)， (8)を省く。

ζζで灘によって農がみられるりは(2)，(4)， 

(8)であるので，それぞれについてハグロトンボ

の示す行動を中心iζ柚積と比較する。

念の求愛誇示・誘導一一♀が接近すると念は

特殊な飛行パターン，すなわち趨の振動角が小

さし援動数が大きい飛行で♀を迎える。これ

が求愛誇示である。ハグロトンボは水面に近く

停飛してζれを円なれ北米の岳 ae型生主主

も向様である。しかし，他の穣ではさらに産卵

場所を呉体的に示す動作が加わる。敬介!の~.

1memorrhoidaIisは腹端をそり返らせて水面を

滑走し，♀はその後をついて行くという。込

三豆主語主主主もこれに畠{た誇示を行なうし~.

豆E星。ゃ北米の C.虫思弘主taは水甑や産卵場所

j乙静止して腹部の誇示を行なう o ハグロトンボ

と局所的に生患するアオハダトンボ、とミヤマカ

ワトンボは水面lζ，あるいは政卵物体に趨をほ

て閉じて静止し，腹部の誇示を強く行なう。前

記ハグロトンボとc.a叫 uabilisでは麓部誇示

はなく，静止のムードがないのである。

ぢのマウントー一一ハグロトンボ以外の積で

は♀の趨に白色の操縁紋があって，舎は求愛飛

行(求愛誇示の擦の飛行とi竜パターン〉をしつ

つ♀の趨端lζマウントし，期の前縁を歩いて頭

方へ移動する。ハグロトンボの舎は初めから♀

の題む基部iζマウントし，歩行の退援がなL、。

産卵一一ハグロトンボは水面上でのみ産卵す

る。 c.!m色morrhoidali~， c;。詮呈盟詮taも向離で

あるO しかし，アオハダトンボ， ミヤマカワトン

ボ， ι型四連ilis.c.組担叫担当 c.旦思Qは潜

水産卵をも行なう O 潜水の最長記舗はアオハダ

トンボの 123分であった。

(本稿の詳細は Advancesin Odonatοlogy， 

1， Soc. Intern. OdonatoI. & NetherI. EntomoI. 

Soc.， Utrモchtand Amsterdam， 19821ζ掲載)
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COMPAR工SONOF THE MATING BEHAVIOUR IN THE GENUS 

CALOPTERYX LEACH (ODONATA， CALOPTERYGIDAE) 

Kozo M工YAKAWA

Gakushuin High School 

Sequence of the mating behaviour of the genus Caloptery♂ has hi therto 

be申n described for 3 European， 2 North American and 3 Japanes号 sp告cies. The 

following process日sare common through the kno百n話pecies.

(1) Formation of the territory by th母 malealong th告 shoreof the river. 

(2) Pair-forming di自play むy the male against th告 f母male approaching to the 

territory. 

(3) Courtship flight of the male to the female perched nearby. 

(4) Moun七ingthe female by the mal母 onher fo工dedwings. 

(5) Grasping the female by the male wi th his abdominal appendages on her 

prothoraxj this pos七ureis caエエ母das "tandem position". 

(6) Intra-male sperm translocation in t担保mposition. 

(7) Copulation on the perch. 

(8) The mal母 guardsthe oviposition of the partn暗r.

In the non叩 territorialmale日七heprocesses (工)， (2)， and (8) are lacking. 

Mating behaviour of C，αlopteryx αtrαtαwas 日tudied by the author for 

th母 first tim邑， and here its charac七eristicsar思 presentedwith a seri母sof 

slides as compared to 2 sympatric species， C. oornelταand C. virgo j.αponioα 

and also to 5 other sp号ci告s.

C. atrata males， wh告n 七h母 fema工告 approach母d，performed th告 pair岬 form-幽

ing display hovering above the water surface， not perching on th告 substratum

滋ld wi thout bending the abdominal tip. Similar mode of the display was 

reported for only in North American C. aequαbilis'. The position of th邑

mounting of C. αtrαtαmales was unique among congeners. The males mounted， 
from the beginning， on th告 base of female's 百ings，wh邑工、母as in other species， 

mal暗日 mount on th日 top of female'母 wings. Thi呂 may be r母lated to the lack 

of七hepseudopterostigma in C.αtrata females. 

C. a土rata'f告males laid eggs on the water surface and n芭verdid subsur時

face oviposition. The sam時 wasreported for European C. haemorrhoidalis and 

North American C. maσulatαJapan母seC; oorneliαand C. virgo Jα.pon玉。αdid

自ubsurface oviposi tion fr申quently. Thi s mode of oviposi tion was report思d

for European C. 8plenden8 I and C. virgo and North American C. αequαbilis・

The longest r告cord of the subsurface oviposi七土on 官as 123 min・ for C. v手rgo

Jαpon1.-oα.i 

(For more d母tailedaccount see my article in Advances in Odonatology，工叩 Pro叫

ce母dingsof the:6th International Symposium of Odonatology， 1982) 
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番生蜂 Leu加，uilinaboulardi rこ対する熱帯産 Drosophila7種の生捧防御

反応に関する比較研究

Carton. Y. (Lab. Biologie et Genetique， CNRS， France) ・北野 日出男(東京学芸大・血物)

体内捕食寄生蜂主主説誕diとその寄主旦.

Inelanogaster CDm)および Dmの同胞種6種

ぞ用いて，寄主の類縁関係と寄生虫象卵iと対する

防御反応発現率 (RE)，寄生成功率 (RS p)， 

寄主死亡率 CRM)，寄主羽化率 CRHE)との

聞にどのような関係があるかを調べた。

方法蒋イヒ後5-88昆{産書評経験のあるハチ

10個体と寄主 1令幼虫40個体を寄生箱 (90x60 

X50璽麗，プレキシグラス製〉内で24持関共存さ

せ，被寄生寄主をえた。 25
0

C全明条件下で寄主

を鱈育した後，寄生後約36時間EHζ20僧体の寄

主について寄生率， REなどを調べた。残り20

鶴体は苦手生後218詰まで鍛脊し，ハチの羽化を

まって， R S P. R M， R H Eを調べた。

結果:得られた結果から， 7種の Drosophila

を以下の 3グループ。iζ類別する乙とができた。

(T，ョble1 ; Fig 1、)。

第 1グループ。:ハチの寄主として最適な種

旦ニ Inelano四 ster; D.旦型出担盟

第2グループ:第 1・第3グループの中間に栢

当する種。

D.告白cta;D. simulans ; D. orena 

第 3クツレープ.ハチの寄主として最も不適な種

D. yakuba ; D. t号issieri

すなわち，乙の結果はハチlζ対する旦邑ゑ旦♀-

gast君r subgroupの寄主として適合性の程変

が~polytene chromosome分析により仮定3れ

た7種の系統関係 (Lemunierand Ashburner， 

1976 )と平行関係にある ζとを示唆する。*

持Carton，Y. and Kitano， H. 1981. Evo1utionary relation日hipsto parasitism by 
seven species of the Drosophi'La me'Laπogaster subgroup. Biol. J. Lin即

nean Soc.， 16(3):227-241. 

cm者PARATIVESTUDIES ON THE C茸LLULARDEFENCE REACTIONS 

BY SEVEN SPECIES OF THE DROSOPHILA ugLANOGAS~R SUBGROUP 

AGA工NSTTHE CYNIPID LEPTOPILINA BOULARDI 

Yves CARTON and Hideo KITANO 

Laboratoire de Biologie et Genetique Evolutives， CNRS， France and 
Department of Biology， Tokyo Gakugei University 

Parasitic wasps are an important compornent of the niche of Drosophi'Lα 

species. The susceptibility to the Cynipid Leptopi'Linαbou'Lαrdi was estimat-

ed in the seven sibling species of Drosoph幻abelonging to the me'Lαnogaster 

subgroup. Three categories of flies can be di日tinguished，according to the 

lev号1 of c号llular immune reactions and success of parasi tism. D. me'Lano四

gαster> (Dm) and D. mαuritiαηα(Dma) belong to the category 1， specified by 

ρ
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Tab. 1. Results obtained on day 21 after the beginning of infestation (weigh-

ted resul ts are obtained wi th a 100 % 1戸vel of infestationJ. Ranges in 
parentheses are 95 % confidence limi ts. For the rate of mortali ty in 

controls， the number of breeding larvae is also specified in parentheses. 

Experimental results (告〕

No. of Rate of Rate of 
3rd instar successful host 
lal'Vae parasitism emergence 
d句osited (RS町 ( 斑 l E )

330 64.2 
(58-69) 

15.9 
(12・20)

34.2 
(28-32) 

24.7 
(18-32) 

10.5 
(6】 16)

2.9 
(1-6) 

0 
(0-1) 

Weighted resu1ts (告)

Rate of Rate of Rate of 
successfu1 host total 
parasitism 白nergence mortality 
(n郎 P) (nRHE) (nRM) 

78.9 6.5 13.6 

Rate of 
由主perlJ日nta1
百旧rta1ity
(RPM) 

Rate of 
rr旧rta1ity
(contro1) 
(RPMC) 

Dr080philα 
speCles 

51.3 

42.4 

21. 5 

0.9 

27.7 

22.3 

38.7 
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18.9 

76.8 
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56.9 
(51-62) 

21. 5 
(15-28) 

38.8 
(31-47) 

82.5 
(79-87) 

87.3 
(82-90) 

315 

304 

158 

9.9 
(342) 

8.9 
(315) 

10.5 
(315) 

51.4 
(297) 

46.1 
(204) 

5.2 
(308) 

14.11 
(298) 

D. me7，αnogaster 

D. ma山l'itaniα

D. simulαns 

D. er・ectα

18.3 

69.2 

77.4 

9.3 

4.2 
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Fig. 1. Scheme giving the relative positェon of the seven DrosρphUαspec1es 
wi th regard to their response to the parasi te. Each DrosophiLαspecies is 

specified by the three biological parameters， RSP (rate of successful 

parasi tismJ， RHE (rate of host emergence J and RM (rate of tota1 mortali ty) • 
Since RSP + RHE + RM 100 %. we utilized triangular coordinates. 
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the absence of encapsulati ve reaction and a high rate of successful para由

si tism • Category 2， characterized by a moderate encapsulation rate and a 

high mortality， includes D. simuZans (Ds)，ム ereeta(De) and D. orena (Do). 

Category 3， which comprises D. yakuba (Dy) 加 d D. 主eissieri (Dt)， is 

charac七erizedby a v日rylow rate or the absenc告 ofsuccessfu工parasitism du官

七oa highly effici号ntimmune cellular reac七ion(Fig.エ)。

This classification parallels the phylogenetic relationship based upon 

polytene chromosome banding sequences. Such specific differences in suscepti即

bili ty to parasi tes may play an important role in the competi tion between 

these species in Africa. 
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キイロショウジョウパエの麹形成異常を起す突然変異体の単離と解析

佐 藤 功 司 ・ 仁 木 雄 三 (茨城大・理・生物)

我々は，趨形成における遺伝的制御を調べる

ために， x染色体上の趨の形態に異常をもっ突

然変異体を単離し7こ。今目得られた11linesの

うち ks10 C 1 -43. 8 )について報告する。

ks 10は多面発現を示し，成虫の複眼・中胸

背板の剛毛列l乙異常が見られ，雌不稔である。

麹の形態異常は，以下の様l乙分けられる(Fig.l)0 

(1) 麹周縁の異常;趨周縁が部分的に欠ける。

各々の麹室周縁で30-50%C25
0

C)の頻度で生

じるが，第 1後趨室周縁では低いC1.95ぢ， 25
0
C) 

(2) 麹脈の異常;第3趨脈 C42. 9 %， 250 C ) 

と第4麹脈 C25.45ぢ， 25
0

C)に高頻度l乙生じ

る。異常には，末端分枝(第 2，3， 4. 5趨脈)，

部分的欠失(第 2，5趨脈)，趨脈上iζ野生型に

は見られない構造をもっ(第 2，3， 4趨脈)な

どがある。また，低頻度 C4. 4 %， 25
0

C)では

あるが第 2，第3趨脈の聞に横脈が形成される。

(3) 感覚子の数の異常;野生型では，第 1，第

3麹脈と前横脈上に数個の感覚子が存在する O

ks 10では， 乙の数が減少し，特に90%以上の

趨において第3趨脈上の感覚子の数は減少する。

また，低頻度ではあるが増加する場合もある。

18
0

Cでは，趨周縁と趨脈の異常の頻度は減少す

るが，感覚子の数の異常は変わらなL、。以上の

ように， ks 10の麹の異常は第 3と第4趨脈(麹

の前後区画境界線周辺)に集中している。

麹は，幼虫内の趨原基から分化するので，趨

原基について調べた。 ks10の趨原基は，正常な

形態を示すが，アルデヒドオキシダーゼ活性の

分布は異常である。野生型の趨原基では，予定

趨域の前後区画境界線を境として前区画で活性

があり，後区画では活性がないCFig.2 a)。また，

予定趨周縁領域にも高い活性がある。 ζれに対

して， ks10の趨原基では前区画，特lζ境界線付

近の活性が低く，予定麹周縁領域の活性も低下

していた CFig.2b)。乙の趨原基内のアルデヒド

オキシダーゼ活性の異常領域と成虫の趨の異常

域はかなり一致している。また， 18
0

Cでは，趨

と麹原基のどちらも， 25
0

Cでみられるような高

頻度の異常はない。乙れらの乙とから， ks 10の

趨の異常は，すでに麹原基内に起っている何

らかの異常によるものと考えられる。従って，

kslOの野生型対立遺伝子は，趨の正常な発生に

関与する遺伝子の一つであると考えられる。
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DEVELOPMENTAL STUDY OF THE MALFORMED WING 

PRODUCED BY NEWLY ISOLATED MUTANT，κ'310， 

IN DROSOPHILA MELANOGASTER 

Koji SATO and Yuzo NIKI 

Department of Bio1ogy， Facu1ty of Sc工ences，Ibarak工 Univers工ty

In order to invest工gate genetic contro1 of the wing deve10pment in D. 

meLαηogαster， we have iso1ated 11 X-1inked wing mutations. We report here a 

heat-sensi ti ve mutation， Ks10 (1-43.8). Ks10 showed p1eiotropic manifesta-

tion; roughed compound eyes， abnorma1 brist1e distr工but工onon mesonotum and 

fema1e-steri1ity. Ma1formation of Ks10 wing can be c1assified into fo11owing 

three types. (1) Incision a10ng edge; each ce11 margin incised at equa1 

frequencies of 30-50%， except at 1st posterior ce11 marg工n (1.9%). (2) 

Disrupted venation pattern (interruption， dista1 branching and usua1 struc-

ture); higher disruptions occurred in vein-3 and -4 (42.9% and 25.4%， 

respecti ve1y) . Extra cross-vein appeared between vein-2 and -3 (45/478 

wings). (3) Sensi11a campaniformia on Lv1 and Lv3d were reduced in more 50% 

of the wings. Thus， these abnorma1ities concentrated on the wing margin and 

antero-posterior compartment boundary. 

1st longitudinalvein 

2nd.3rd and ‘th 
longiludlOalvelns 

Fig. 1. Phenotypic variation of Ks10 wings. 
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Then we have examined the mutant imaginal wing disc， to know the cause 

of these localized defects. Mature Ksl0 wing disc showed normal morphology. 

However， aldehyde oxidase activity was low in any parts of the disc， especial-

ly in the presumptive wing margin. No clear differences of the enzyme distri-

bution present between the antero-posterior compartment. These affected 

regions of the wing disc were well corresponded wi th that of adul t wing. 

Furthermore， ei ther abnomali ties of wing and disc were not found when the 

flies were reared at the permissive temperature of 180C. Thus， the 

wild-type allele of Ksl0 would be one of the genes that participate for the 

development of the wing at larval stage. 

ヤ伊三凶句

d惨

勝
軸

a 

Fig. 2. Distribution of aldehyde oxidase acti vi ty in the late third instar 

wing disc (a， wild type; b， Ksl0). 
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ヒシモンユスり力 Chironomus，samoensis卵の遠心分離による重複座形成

の紫外線照射による変更

矢島英雄(茨城大・理・生物)

ユスリカの一種 Smittia匹における環節パタ

ーン形成について Kalthoff{‘76，‘79)は，卵前

端にある頭部形成に必要な Anteriordetermin-

ant( a)と後端にある腹部形成に必要な posteri-

or determinant :(PHとより行われ，更に平時に

おいては活性を示さないが aが遠心分離によ

り転位させられたり，紫外線照射により不活性

化されたりすると代りに働いて，後端の Pと共l乙

双腹腔を形成するもう一つの P'が卵前端にあ

るとのモデルを提唱した。その後1980年lζRan

とKalthoffは Smittia卵の遠心により得られ

る4種の発生型:正常匹，逆転匹，双頭匹，双

腹腔の成国を，上述の 2穣の determinantの遠心

による集合と再分配lとより生ずる卵前端或いは

後端における a，P，P'の量的関係により説明

した。更にこの予想が正しいか否かを確認する

目的で~ Smittia卵の遠心の前後にその前端或い

は後端を紫外線照射する実験を行い CKalthoff. 

Ran & Edmond)，遠心lとより予想される発生

異常の出現率や発生型のタイプiζ変更を生じる

と発表した。著者は Ch.samoensis卵を遠心後，

その前端又は後端を紫外線照射し同様の変更効

果が得られたので以下に述べる。

Ch. samoensis卵を二極細胞期lと30009x 5' 
で=遠心し，遠心後30'-120'の聞に線量率

5280 ergs / 11lIII / mimで5'-6'間，又は後端

を照射した。

変更効果は遠心方向により影響され，卵後端

を遠心側lζ遠心した場合は，紫外線照射による影

響は僅少であった。卵前端を遠心側に処理した

卵の前端を照射した場合の変更効果は遠心の強

色照射方向，処理ステージにより影響される乙

とが判った。

遠心の強さを仮に双頭腔の出現率を尺度にし

て，紫外線照射による変更効果を調べると，双

頭腔出現率30%以下の場合は双腹腔が，双頭陸

出現率40%以上の場合は逆転居の形成が目立つ。

即ち正常旺→双腹腔，双頭伍→逆転腔という変

更パターンが見られる。この結果は Kalthoff

等 C'82)が Smittia遠心卵の照射で得た結果

i乙一致する。乙の変更パターンに共通して見ら

れる現象は，卵前端における頭部形成条件の腹部

形成条件への変更である。即ち Kalthoffの示

した aの不活性化と P'の活性化が行われたこ

とになる。然しながら恩乙の結果は Ran& Kalth 
-off (' 80)や Kalthoff，Ran & Edmond C' 82) 

の示した determinantの集合・再分配は， a決定

子にのみ起るという考え方とは一致しない。今

回得た結果では遠心直後の卵前端に a決定子が

残り，それが紫外線Iとより不活性化された乙と

が考えられるからである。

所で上述の変更パターンの見られるのは遠心

後90'迄の紫外線照射後であり， 120'後の照

射では変更パターンが変る。又，乙の変更効果

は卵後端への照射で、は認められない。然しなが

ら，遠心により双腹腔の出現が予想される卵の

後端が照射された場合は，逆転症が形成される。

乙の結果は，双腹腔予想遠心卵の後端照射で、は

変更効果は得られないとする Kalthoff等の予言

lと一致しない。

120 '後の照射では前端・後端照射共lζ双頭

臨の増加が見られ，それ以前とは紫外線効果標

的に質的変化が起った乙とを予想させる。乙の

結果も Kalthoff等のそれと一致しない。

今回の実験結果の中には Kalthoff等('82)の

それに一致するものとそうでないものがあった。

乙れらは材料の差，遠心条件(6300 9 x 20') 

の違いによる部分と彼等のデーター処理が遠心

+紫外線照射実験で多数出現する分析不可能な

異常個体数を除去して行われたことによる部分

とがあろう。いずれiとしても，今回の前端照射後

得られたデーターは，.Anterior determinantが

30009 x 5 '程度の遠心処理で、は不動である乙

とを明らかにした。今後乙れらの determinantが

知何なる卵構造iζ結び、つくか精査する必要があ

ろう。
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MODIFYING EFFECTS OF ULTRAV工OLETIRRADIAT工ON

ON THE PRODUCTION OF DOUBLE MALFORMATIONS 

IN CENTRIFUGED CHIRONOMUS EMBRYOS 

Hideo YAJIMA 

Department of Biology， Faculty of Sciences， Ibaraki University 

Kalthoff， Rau and Edmond (1982) irradiated the Smittiα(Diptera: Chiro-

nomidae) eggs wi th UV light before and after the centrifugation to test 

their prediction that determinants which allow to produce four types of 

development， normal embryo， inverted embryo， double cephalon and double 

abdomen respecti vely， may distribute locally wi thin the centrifuged eggs. 

Present author conducted a series of combined centrifugation and irradiation 

experiments on Chかonomus samoensis (Diptera: Chironomidae) eggs at the 

two-pole cell stage to compare with the experimental results of Smittiαeggs. 

After the centrifugation of Chironomus eggs yielding the double cepha-

lons in the frequency below 30 %， most eggs develop into double abdomens by 

successi ve anterior irradiation. After the centrifugation gi ving rise to 

the double cephalons in the frequency over 40 %， however， a lot of the eggs 

develop into 工nverted embryos when irradiated similarly. These patterns of 

modification were obtained when the anterior irradiation was performed 

within 90 minutes after the centrifugation， but not by the posterior irradia-

tion. The occurrence of double abdomen and inverted embryos after the ante-

rior irradiation of the centrエfuged eggs implies that the head formati ve 

condi tions at the anterior end of the egg have been changed to the abdomen 

formati ve condi tions. Admi tting that the acti vi ty of the anterior determi-

nants is required for the head formation (Kal thoff， 1979)， then the resul ts 

obtained by present author should be interpreted that the anterior determi-

nants must have remained at the anterior end of the egg even after the centri-

fugation. This interpretation does not accord with Kalthoff註弘.'s expla-

nation (1982) that the displacement of the anterior determinants occurs by 

centrifugation. 

百1e irradiation at 120 minutes after the centrifugation， on the other 

hand， brought about another type of modification; that is， both anterior and 

posterior irradiations raise the frequency of double cephalons. This 

results also differ from those of experiments on Smittiαeggs;. the number of 

the double cephalons decreases whereas those of normal embryos increase in 

the combined class. It is likely that the frequency of normal embryo in the 

combined Smittiαclass is overestimated since Kal thoff et al. (1982) calcu-

lated the frequencies of normal embryos and double cephalons only 
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日xcludinga number of "not analysab1e eggs". Occurrence of in四 rtedembryos 

by the successi ve post号rior irradiation of th母 centrifuged Chironomus 号ggs

is quite unexpected and also differs from Kalthoff三主恩1.'s(1982) prediction 

saying 七hat production of doub1e abdomens i器号xpec七ed by the simi1ar 

combin日dexperiment. 
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長趣旨琵虫の幼虫穣

鈴 木 信 夫 ・ 安 藤 裕(筑波大・菅平高原実験センター)

一般に宛全変態昆虫の幼虫は 5-6個の単眼

より成る鵠虫額，すなわち鶴単践を持つが，長

題目シリアゲムシ科の約3Oの掴眼から成る幼虫

眼は，その個眼が4側のゼンパー氏細胞と 8個

の摺襲縞絡を持つζ と(Panorpa communis， 

Bierbrodt， 1 942 )又，幼虫眼の臨子発生様式

が不完全変態昆虫のそれに類{立する乙と(1:.

pryeri， Ando & Suzuki. 1977)から，これらの

昆虫の幼虫眼は複眼であると考えられている。

長趨自ガガンボモドキ科の幼虫線は， Setty 

( 1931 ). Ishii (1937). Applegarth (1939)等

により鶴単壊とされたが，今臨観察を狩った

Bittacus laevipesの1令幼虫幼虫眼(7個の個

眼より成る)は，発生過程及び形態上からも複

程と考えるのが妥当である。一方，亘辺道磁の

frons上端に存在する小隆起は背単眼(おtty，

1931， Ishii. 1937). 又は成虫背単湿の mεdi-

an ocellusの前駆体 (Applegarth.1939)と

われているが， B.詮豆訟のそれは，語大目道か

らの神経分派も観察されず，感覚器官とは考え

がfこい。

長建吉シリアゲモドキ科 Panorpodespara叫

doxaの幼虫は，幼虫眼を全く欠くが， 乙れは

経子発生途中で，幼虫般原墓が二次的iζ退化す

る為である ζ とを確認した。又，中大脳より触

角にのびる神経の途中に， 細胞塊(Panorpa 

や Bittacusでは見られない〉が存主主し，劫虫醸

欠除と何らかの関連が考えられる。

Evans (1941)， Riel王(970)の Choristidae，

N annochoristidae幼虫の知見を加えると，

長趨亜目の幼虫眼は全6科のうち，シリアゲモ

ドキ科(幼虫鰻を矢く〉を除く全科で複醸と

われ，乙の亜目の幼虫の震要な特徴と考えられ

る。

LARVAL EYES OF THE MECOPTERAN INSECTS 

Nobuo SUZUK工andHiroshi ANDO 

Sugadaira Montane Re自由archCenter， University of Tsukuba 

G邑n邑rally speaking， larvae of the holometabolan insects have lat号ral

ocel1i or stemata (Snodgrass. 1935; Pau1us， 1979)， and the 昭mbryogenesisof 

the stemmata seems to be fundamenta11y c1assified into two types. The first 

七ypeis七hatthe formation of the stemmata is呈ccompaniedwith the ectodermal 

invagination of the deve10ping optic plat日， and invaginated ectodermal cells 

differentiate into retinular cells of the stemmata. This type is reported 

in the coleopt母ranHydrophilu8 (Patten， 1887). 

The second type is tha七日ctodermalinvagination of the optic plate is 
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1acking， and the p1ate thickens and the e1ements of 七he future stemmata 

inc1uding retinu1ar、 cells occur wi thin the deve;Loping optic p1ate. This 

type is known in the 1epidopteran Ephestiα kuhnieUα(Busse1mann， 1935) and 

HeUothis zeα(Presser and Rutschky， 1957)， and the mecopteran Panorpα 

pryeri and Bittαcus lαevipes. This has a1so been known to occur in the 

compound eye formation of some hemimetabo1an insects， i.e.， 'Epiophlebiα 

superstes (Ando， 1962) and OncopeUus !'αsciαtus (Butt， 1949). The insects 

inc1uded in the second type are further divided into two groups. The first 

group has a typica1 ommatidium which has four Semper's ce11s and eight reti-

nu1ar cells， and Epiophlebiαand onσopeltus and other hemimetabo1an insects 

be10ng to this type (Snodgrass， 1935). The stemma of the second group has 

three Semper' s ce1ls and seven retinu1ar ce11s (Ephestia， Busselmann， 1935 i 

Heliothis， Presser and Rutschky， 1957). 

官le ommatidium of P.σommunis (Bierbrodt. 1942)， P. pryeri and / B. 

1αevipes has four Semper's ce1ls and eight retinu1ar ce11s (Fig. 1)， so that 

they shou1d be inc1uded in the first group common1y observed in the 

hemimetabo1an insects. Pau1us (1979) suggests that the stemma of the second 

group mentioned above is modified from the ommatidium of the hemimetabo1an 

insects. According1y the larval eyes of.P. commun臼 ，:P. pryeri田 dIB. laev← 
pes are thought to be more akin to those of the hemimetabo1ans than those of 

the co1eopterans on the manner of i ts development， and than those of the 

1epidopterans on the degree of the modification of the ommatidia. 

In p，αnorpodes pαFαdoxα， the first instar 1arva has no eyes; this has 

already been observed by Issiki (1959). This character seems to be not 

pa1ingenetic， but caenogenetic， because the rudiment of the 1arva1 eye degene-

rates during the embryogenesis in this species. 

A 。 B 
"----' 

Fig. 1. Ommatidia of first instar 1arvae of Pαnorpa pryeri (A) and'Bittα:CU8 
1αeυipes (B). B， basement membrane; C， corneaj CC， crystalline cone; CO， 
corneagenous ce11; R， rhabdom; RE， retinular ce1l j S， Semper' s cel1. Scal'e= 
10 μm. 
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タマムシの 1種Cu:riscalop加聞の複眼の微細構趨

後罵楊夫(東京農大・昆虫). V. B. Meyer-Roeh母曹 (Departmentof Biological Science. 

University of Waikato， N芭wZealand) 

甲虫は昆E訟の中で最も大きなグループoで、あり，

行動，習性においても極めて変化に富んでいる。

筆者らは ζれまで甲虫の複眼に関しでは，カミ

キリムシ，コガネムシ類等について研究を行っ

てきた。そして複鰻む構造には幾多の裂が見ら

れ，ある場合には頚緩罷係よりむしろ活動性に

よる共通性のある乙とを見出した。 ζのような

ことがらl更に広く甲虫の複眼の構造について調

査を進めているが，今回はオーストラリア産の

タマムシ Curiscalopteraの複眼について知見

を得たので報告する。

タマムシはいづれも日中む特に輝かしい欝克

のもとで活動する。援は大きく，半球状に突出し

ており，典型的な昼行性のタイプで迷立像

眼タイプの正晶子体眼である。 facetは直径26

μm， corn聞の厚さは 89μm.， coneは直径約

18μm，長さは約31μmである。網膜域は深さ

約 250μmである。

Corneaは碍凸レンズであるが，表記の控記

はあまり著しくない。多数の層状構造を呈して

いる。 coneiま微細な粒子で形成されており末

端はラブドムの先端lと接している。 coneの周辺

部は伸長物となって，ラブドムの外側の樹細胞聞

に入り込み，主義方に走っている CFig.1 黒矢印)。

乙れは基部近くで太さを増し，視細胞の中央部

に集まり!:TIと色素穎粒を含むようになる CFig.

2矢部〉。義援膜近く iζおいては再び、分離して

axon bundl告を外側から包囲し，さらに基底膜

に浅く入り ζんでいる。

視細胞聞に入り乙んでいる coneの伸長物の

視細胞との相対的な位置はすべての倒眼におい

て一定している (Fig.2 矢EP)。そ ζ で乙の

伸長物を基準に模縮倍iζ番号付けをした。援額

越は 8舘よりなるが，諸島8紹2告は先端部まで達

していない。それぞれの細胞の核は分散してい

る。ラブドムは個眼の中心軸にそって視細胞の

先端から謀部近くまで伸長しているが，その構

成はレベルにより変化している。すなわち先端

部においてはNo.l細胞のみがラブドメアを有し

ているが，内万iζ向って他の 6イ憾の細胞にも小

さなラブドメアが現われるo Iまず中央むレベル

においてはNo.8結露にもラブドメアが生L こ

こにおいてはすべての細胞がラブドムの形成に

関与している。しかしながら，吏に内方に向って

No.8細胞以外のラブドメアは著しく小さくなり，

又は消失して最終的にはNO.8細胞のラブドメア

のみが残得する。ラブドムのパターンの変化に

ともない締結の形も変化し歩泌8綿絡はラブドメ

アが大きくなるに徒い急識に太くなる。基部に

おいて視細胞が， axon bundleの形態をとると

乙ろではぬ8細胞は中央部に移動し，終局的に

は1個の axonbundleは，No.8細胞のそれを他の

7個がとり閲んで形成される。

8僧の視細臨のうち 1個 CNo.l或はNo.3)は

他のものに較べて童子密度が高い。 ζれがNO.1

であるかNo.3であるかは傍援の向きに依存して

いる。すなわちNo.8細胞とNo.2細胞をむすぷ線

CFig. 1 )を個眼の方向と仮定して， 68個の個

眼についてその方向性と高電子欝度の細胞の位

置を検討してみた。その結果， No. 3細胞は高電

子密度の偶眼の方向範囲が約 1100 で，No. 1縮

組では鶴鍛の方向範曹は約 1250 であり，これ

らの範欝は互いに ov，邑r1apしていない。従って乙

れらの方向性は最大235。のネジレ安有している。

しかし.No.l， 3細胞は個眼の方向に対してほ Y

350 の角度を保っているので， ζれらの方向範

囲は 1650 以内であり多個眼のネジレに対して

その差ははるかに小さし旦つ，その内でも450

以内のものが最も多く見出される。しかしなが

ら，この言語電子密度む鱈起の意味および乙の方

向性の意義に関しては明らかではなL、。
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F工NESTRUCTURE OF THE COMPOUND EYE OF A BUPRESTID BEETLE， 

CURIS CALOPTERA (COLEOPTERA， BUPRESTIDAE) 

Nobuo GOKAN and Venno B. MEYER-ROCHOW 

Laboratory of Entomology， Tokyo University of Agriculture and 
Department of Biological Science， University of Waikato， NZ 

All buprestid species are active in bright sunshine. The compound eye 

is large and protruded in semispherically， and is the apposi tion eye wi th 

eucone， which is the eye of typical diurnal insect. The facet is about 26ぃm

in diameter， the cornea is 89μm thick， the cone is 18ぃm in diameter and 

31μm in length. The retinal region is about 250 ~m thick. 

The cornea is the biconvex lens constructed by numerous lamellae， but 

the surface curvature is almost the same as that of the whole eye. The cone 

is constructed wi th fine particles and i ts proximal tip is connected wi th 

distal tip of the rhabdom・ The periphery of the cone forms the cone 

extension which enters among the retinula cells just outside the rhabdom and 

runs proximally (Fig. 2， arrow head). The cone extensions are suddenly 

thickened at the basal region and the pigment grains appear wi thin them 

(Fig. 1， white arrow). 

1 2 

Figs. 1-2. Fine structure of compound eye of a buprestid beetle. CUl'is 
σαloptel'α. 
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岱1esi te ofthe cone extensions among the retinu1a ce11s is kept regu由

1ar1y in a1mo日ta11 ommatidia. 80 the numbering of retinu1a ce11s .are deter、叩

mined by si七eof the cone ex七号nsions. An o!百matidiumconsis七sof eight r号七i叫

nu1a cel1s， but No. 8 ce11 does not reach to the dista1 region. The nuc1eus 

of 告ach ce11 is 10c設tedat various 1eve1s. The rhabdom 1i母語七hroughoutthe 

dista1 tip to the proxima1 part a10ng the centra1 axis of the retinu1a 

ce1工s，and 七he configuration of rhabdom is varied wi th th母 1eve1 of th母

ce11s. Thus， at the dista1 part， No. 1 ce11 on1y possesses a rhabdomer母，

wherea器 at a 1itt1e proxima1 part， other six ce11臼 a1sobear sma11 rhabdo時

m邑T号s. At mid 1eve1 of re七ina，No. 8 ce11 a1so carri母srhabdom告re，so that 

all the eight cell白 contribute the rhabdom formation. Farther proxima11y， 

however， a11 rhabdomeres， except No. 8 cel1， are remarkedly r自ducedor dis叩

appeared， and u1 timate1y only the rhabdomere of No. 8 ce11 remained. Th曹

form of ce11s also chang母d accompanied wi th the change of the rhabdom pat叫

tern; No. 8 ce11 is sudden1y thickened as i ts rhabdomere is expand容d. At 

the basa1 part， wh母re the retinula ce11s assume the axon， No. 8 c母11moves 

to th母 central part and finaエ1y an axon bund1母 is formed that an 昌xon

deriv母dfrom No. 8 ce11 is surrounded by seven ones. 

One of暗ightretinu1a ce11s (No. 1 or 3 ce11) contains higher母1ectron

dense (HED) 自ubstance than other日・ Whether such a condition appears in No. 

1 or No. 3 ce11 depen~s on the orientation of an ommatidium. The direction 

of the line， which linked wi th r可o. 8 出 dNo. 2 ce11s (Fig. 2)， is presum吋

an ommatidia1 direction. The compass of direction of the ommatidia in which 

No. 3 ce11 is HED， is 1imi七edwithin工100，and those of No. 1 ce11 is 工25 0 •

As no over1apping is found in these 号xtents，the direc七ions of these two 

kinds of ommatidia twisted a七 anang1e of maximum 2350， How母ver，the extent 

of direc七ion of No. 1 and No. 3 cells is 1imited within 1650 since these 

ce11s are kept about 350 to the ommatidia1 dir母ction. Thus the distortion 

of the HED c母11 is 1ess than that of omma七idia，and among them， 号speciaエエy，

the ce11s kept within 450
申achoth申rare found mo自tfr日quently.
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ウスパカゲロウ卵第成後期における卵表題の微細構造の変化

松車寄守夫〈福島大・教育・生物)

ウスバカゲロウの前卵黄形成末期の卵母細胞

は平均約400x 250μmで，卵核胞は著しく肥

大し{約200x80μa入 そ ø~菱重量は波状に発

達した長椅円形で卵母細胞の中央部のやや上部

に位置している。卵核路肩辺の細胞賞には核膜

起源と考えられる小胞やミトコンドリアが多数

見出される。これら細胞小器官は卵表層や亜表

麓域には初めは少ないがそむ後増加し，ゴルジ

体や有窓j醤板も各所i乙認められるようになる。

卵黄形成期の卵表層域iζはミトコンドリアが

しく増殖するが，ゴルジ体や有窓層援も詰ス

テージよりも発達する。これら細胞小器官が密

に分布する表層域のやや内方の壷表層~内部縮

胞質にかけて，意義子密度の高い卵黄頼粒が現わ

れる。とのような像は多くの昆虫類に普通に観

察されている。典型的なピノサイトーシスによ

るとり込みが主ではなしむしろ亜表層~内部

締結童内に自由に現われ，それらが癒合して成

長して形成される乙とを示唆しているO 議胞細

胞←卵母細胞境界域l乙発達した微繊毛臨下の卵

表属議の各所には直窪 1-0.3μ 訟の小額粒

CA頼粒)が現われる。これは 1枚の限界胞に

鵠まれ，内部は明るい基質iζ電子密度中位の物

費が不規則iζ分布するが， トノレイジンブル

( T B) Iζ陰性であるο 卵黄形成が進行するに

伴ない， A穎粒;ま或長する〈約3x 2.5μm) 

と共l乙数を増し両極中央部の表層域にとくに多

くなる。この地譲質の主義子密度が中投の頼粒

(B頼粒)もみられる。これはTBやメチレン

ブ砕ルー CMB)に弱陽性である。

成熟卵では，鶴吉告の表層結鞄質は簿く，そこ

にはB頼粒が散:tEしている。両極中央部の表!麗

細胞質は厚く， A頼粒が同部域lζ集合している。

ζの穎粒は最大12x8μmにもなり，ときにTB

やMBIζ強陽性の頼粒(直掻1.0 -2. 0 μm) 

を含むことがある。これと類t訟の小穎粒は，上

記A頼粒集合部の内側細胞質に集積しているほ

か，表層~亜表腐の卵黄頼粒やA，B頼粒など

の題賎にも見出される。また卵形成末患には

グリコーゲンが卵表層域の細胞質や卵黄頼粒の

関擦に急、に出現する。

なお上記各種の頼粒の{也双趨居などに知ら

れている高電子密度の様頼粒や，長趨自の卵後

援表層域に存在する電子密室の高い護状構造物

に相当するものは，前後極何れの表層にも見出

されなかった。

-40-



カイコ卵の初期発生におけるyo1kgranul倒の分布について

武居幸子(名古屋大・理・生物)・慶野宏臣(愛知発達障害研)・鬼武一夫(名大・医療短大)

カイコ卵の初期発生における yolkの生理的

役割を知ることを目的として，発生lとともなう

yolk granulesの分布，並びにその主成分であ

るyolkproteinの分布について，これまでおこ

なってきた研究結果をまとめて報告した。

すでに，我々はカイコ卵の yolkgranulesが

大別して 3種類に分類されることをのべてき

た (Takesueet al.， 1971， 1976) 0 即ち，卵の

大部分を占め，中央に存在する yolkgranules 

(yg! )，卵の周辺細胞質と yg!との間の周辺層

に存在する yolkgranules (yg2)，卵の最外層

の周辺細胞質中lζ存在する yolkgranules(yg3 

or ygd)である。

Toluidine blue による染色，及び精製した

yolk protein I乙対する抗体を用いた蛍光抗体法

等の結果から， yg!， yg2' yg3はその消失の時

期も異なる乙とがわかった。即ち， yglはgerm

bandが出来るまでは非常にわずかに減少し，

又，その減少は未受精卵でもみられる乙とから，

これらはどく初期には oocyteそのものの発生

に関係するものと思われる。 germband形成以

降は急激に減少，その発生に関係するものと思

われる。 yg2は blastodermcell形成時までは，

ほとんど変化しないが， germ bandが出来ると

き，常l乙，その直下にのみ存在するととから，

germ band形成と何らかの関係があるものと

思われる。 yg3は blastodermc巴II形成のとき，

cell内に取り込まれ， yg!が急激に消失する以

前iζ消失することから，初期発生の内でも，ご

く初期の聞に利用されるものと思われる。

更に，乙の 3種類の yolkgranulesは，卵巣

内での形成の時期に関しでも異なる(Takesue 

旦al.， 1977)。これについてもあわせて報告し

fこ。

DISTRIBUTION AND DEGRADATION OF YOLK GRANULES 

DURING THE EARLY DEVELOPMENT 

IN THE EGG OF THE SILKWORM， BOMBYX MORI 

Sachiko TAKESUE， Hiroomi KEINO and Kasuo ONITAKE 

‘Biological Institute， Faculty of Sciences， Nagoya Univer、sityand 
Institute for Developmental Research， Aichi Prefectural Colony 

As the first step to elucidate the role of yolk in embryogenesis of the 

non-diapause egg of the silkworm， Bomby♂ mori， we inv巴stigated changes in 

廿ledistribution of yolk granules and in the amount of their main component， 

vitellin， during the early development by light and fluorescence microscopy. 
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The ne￥1y-1aid Bombyx egg has three kinds of yo1k granu1es: yo1k gra-

nu1es (yg1) 工ocated in the inner part of the egg， yo1k granul母器 (yg2) 

located in the peripheral cytoplasm and small densely由 stained dots (yg3 or 

ygd) in the periplasm (Takesue詰註・， 1971， 1976). 

工n the egg just after oviposition参 yg1 are sligh七1y angular and 

stained intens号1y wi七h to1uidin母 b1ue，a1 though wi七h li ttle variation in 

their、 intensity. They become more angu1ar and stained 1ess intense1y， as 

the egg deve1ops. When the pre-germ band is formed， yg1 present in the 

posterior-dorsa1 part ar、e stain日d weak1y， compared with those in the ante四

rior-v母ntra1 par七。 Obs母rvations by f1uor倍sc告nce microsむopy using an七ibody

against vi te1lin show some decrease in the amount of vi te11i，n in th官

posterior-dorsa1 yg・ After the germ band formation， th日 stainability of 
1 

yg1' whether 10cated in the posterior-dorsal or anterior-ventra1 part， 

decreas告s rapid1y. Th容器e resu1七s suggest 七ha七七he cont母nts of 壱.g.

vite11in are used as a nutrient. 

Th母reare no changes in th母 distr工butionof yg2 ti11 b1astoderm forma時

tion. After pr世-g母rm band formation， yg2 are observed on1y b母n世ath the 

pre-germ band or germ band. These resu1 ts sugges七 thatthese yo1k granu1es 

are r母1ated叫七hthe forma七ionof germ band. 

Ygd， which were 10cated at first in the perip1asm， are inc1uded in 

b1astoderm ce11s during b1astoderm formation. When examined by f1uorescence 

mlcroscopy，七hereare no apparent changes in the in七ensityand number of七he

fluorescent spots (ygd) ti1l b1astoderm formation. After七ha七， they decr百ase

gradual1y in int母nsity and number. Most of them disappear til1 45 h af七日T

oviposi tion. These resul ts suggest that ygd play an important ro1e in the 

development of b1astoderm， germ band and embryo. 

Takesue， S.， Keino， H. and Endo， K. (1971) The morpho1ogica1 changes of the 
diapause and non叩 diapau自由 eggs of 日i1kworm，iBombyx mori L. 2001. 
Mag.， 80:464. 

Takesue， S.， Keino， H. and Endo， K. (1976) Studies on the yo1k granu1es of 
th母 si1kworm，Bombyx mori L. Wilhe工mRoux' Archiv， 180:93-105. 

Tak母sue，S.， Onitake， K. and Keino， H. (1977) Studi母son the b1astoder蕊 and.
germ band formation during the ear1y母mbryogenesis in si1kworm，jsombyぉ
閥 riL. 2001. Mag.， 86: 345. 
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カイコ靖子む受精のうおよび邸結鹿内における芳三態変化

宮 慶一郎(岩手大・農・T1S昆)

カイコの受精前後における卵および精子の超

微形態の変化追求の一段階として，受精のう内

および卵内に侵入した精子の形態変化を観察し

fこ。

受精のう内の有核精子の長さは約620μmと

報告されているが(勝野， 1978). 今屈の横断

面む援す定結果では，核の存在する頭部では室窪

約 O.7μmで一識が多少膨出しており，軍部は

直窪0.61-0ゃ 64μmで報部とほとんど差がな

い CFig.1)。有核精子は摩さ約28阻の細胞膜

で覆われ，細胞膜と精子核および細胞膜と軸系

一副核派生物複合体との間隙は高電子密度微粒

子からなる厚い被覆物で充たされている。精子

核の横断面は半球形または角形を呈し，先端

部には先体が存在しでこの部域は高電子密度の

頼粒で囲まれている。特異的な構造として細胞

膜色一部iζ電子密度の高い接合部があり，この

部分で震が裂欝して精子核と患部の本体が裸出

し，その後再び爵鎖して窓の被麓だけが護る

( Fig. 2 )。 この現象の機f'Tと意義については

明らかで、はないが，裸出精子も通常の有核精子や

無核精子とともに前際部で見出され，また卵内

に侵入中の精子も細胞麟接持たないことから，

乙の現象は精子が速かに卵内に入るための前提

条件のーっと考えられる。イエバエでも精子の

侵入を助け，速かな産卵の開の受精を確実にす

るための構造上の滋誌のーっとして，受精室に

入る誌に靖子の締結撲の治失する乙とが報告さ

れている (Degrugillierand Leopold. 1976)。

卵殻を貫通している精孔副校を通過した精子

は，さらにこれに続いて卵黄膜を貫いて形成さ

れている管状構造をi遭って.速かに卵門部の周辺

細胞質i乙侵入する。 ζの時点で精子核は尾部と

分離し，細胞質の一務sIC取り囲まれて卵内部l乙

移動する。精子核を閥む細胞質塊中に含まれて

いる粗面小胞体は，当初の卵表に平行な重層構

造から小胞状や数球状構造iζ変化する。精子核

は務次膨化し，緊密にたたみζまれていた染色

糸もほどけ，やがて核藤が形成されて雄前核へ

と変北L 或熟分裂寄る完了した離蔀核との合体

期を適える。

ULTRASTRUCTURAL CHANGE OF THE SPERM IN THE SPERMATHECA 

AND THE EGG CELL OF THE SILKWORM， BOMBYX MORI 

Keiichiro MIYA 

Laboratory of Appli忠dEntomology， Faculty of Agricultur母， Iwate University 

As a p畠rt of a s母ri告s of 百orks on the ultrastructural changes of the 

sperm: and egg cell before and af七er ferti工ization，the str、uc七ure of sperm 

pr邑sen七 in th母 器permatheca of the ma七εd fem呈ユe as w車工1 as wi七hin the egg 
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ce11 just after 1aying has been observed. 

The 1ength of eupyrene sperm in the spermatheca is about 620ぃm (Katsu-

no， 1978). In the present observation， the head of the sperm is about 0.7ぃm

in diameter and somewhat convex on one side， whi1e the tai1 is 0.61 -0.64ぃm

in diameter. The eupyrene sperm is covered with a ce11 membrane about 28 nm 

thick， and the space between the ce11 membrane and the sperm nuc1eus or the 

axoneme-mitochondria1 derivative comp1ex is occupied by a th工ck enve10pe 

containing fine， e1ectron dense partic1es (Fig. 1). In cross section the 

sperm nuc1eus shows a semi-spherica1 or triangu1ar contour. At the anterior 

end of sperm there is a conica1 acrosome with a distinct membrane. 

After migration of the sperms into the spermatheca， some eupyrene 

sperms shed their coat， which consists of the ce11 membrane and the inner 

enve10pe of e1ectron dense materia1; this occurs at the 10wer part of sperma-

theca and the upper part of spermatheca1 duct. A very interesting structure 

of the eupyrene sperm is an e1ectron dense junction in the ce11 membrane. 

Here the membrane sp1i ts open 10ngェtudina11y，a110wing the sperm to escape. 

The ce11 membrane then c10ses and appears in e1ectron micrograph as a shed 

coat (Fig. 2). The cause and the significance of this shedding phenomenon 

remain unso1ved， but a few sperms 10sing the工r coat occur in the vestibu1um 

near the end of oviduct， and the sperm penetrating the egg has no ce11 mem-

brane. These observations suggest that shedding ce11 membrane may be a 

prerequisite for the entry of sperm into the egg. Degrugil1ier and Leopo1d 

(1976) conc1uded for the house f1y that the 10ss of the p1asma membrane 

prior to the entry of sperm into the ferti1工zation chamber was one of the 

structura1 adaptations to faci1i tate sperm penetration and to insure the 

ferti1ization during periods of rapid oviposition. 

AIIIi糊h f官

Figs. 1-2. Higher power e1ectron micrographs of cross-sectioned eupyrene and 
apyrene sperms in the spermatheca of the mated fema1e. Fig. 1. unshed 
sperms， Fig. 2. shed sperms. As， apyrene sperm; Sc， shed coat; Sh， head of 
eupyrene sperm; St， tai 1 of eupyrene sperm; St " shedding eupyrene sperm 
tail. Sca1e=1μm. 
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At the anterior pole of the mature egg obtained from the oviduct， 

sev号ralmicropylar canals are s母母nto penetr畠七母 th告 chorion，and th申告ndof 

the呂田 canal日 connects to a somewhat crooked， 七ubularchannel penetrating the 

vi telline membrane to reach the surface of oocyt母 Thesperms pass through 

these micropylar canals first and then the tubular channels， and enter into 

the periplasm of th日 micropylarregion. Then the sperm nucleus is separated 

from the tail and migra七日s int母riorly，b母ing enclosed by a cytoplasmic 

envelope originating from the peripla自m of the micropylar region. This 

envelope is star-shaped， and i t contains vesicular and irregulax、lyshaped 

cinsterns of rER. The sp母rmnucleus gradually becomes詰wollenand compactly 

coiled chromatin then beむomes loosened. and the sp告rm nucleus transforms 

into the male pronulceus百ithth母 formationof nuclear envelope. 

-45 



懇親会費

175. 500円

大会運営費

前回からの繰越金

49， 242円

18， 586円円ハUハUハU
4
E
i
 

入収雑

節足動物発生学(仮称)の出版の件

昨年からの進展は見られなかった。

今談話会の要旨集の件

例年通り一般販売と各人の研究費による

まとまった部数の購入とで，印刷費をまかな

4. 

5. 

29， 356円

談話会としての会計は昭和57年 6月 6日をも

って学会に引き継がれ，日本節足動物発生学会

会計に第18回節足動物発生学談話会からの繰越

残金 29，356円が繰り入れられた。

270， 936円計300， 292円計

収支うこととする。

第17回大会の要旨集の件

矢島英雄氏・仁木雄三氏より説明あり(要

旨集の配付)。

6 

龍一郎)田(町

会計報告(昭和57年6月現在)

収入 (支出

今回の大会費 l 宿泊費・食事代

2肌 050円! 76， 850円

豊(東京農大・見虫)

元(都立大・理・自然史)

孝行(東京農大・昆虫)

光一郎(東京都立東大和高)

玲子(予防衛生研)

広美(静岡大・教育・生物)

雄三(茨城大・理・生物)

実(立教大・一般教育・生物)

市(名音大)

房(茨城大・理・生物)

司(茨城大・理・生物)

ー(筑波大・生物)

昭(筑波大・生物)

浩(東京農大・見虫)

夫(筑波大・生物)

子(名大・理・生物)

弘(岐阜県立加納高)

信(東京農工大・一般教育・生物)

久(富士通)

雄(茨城大・理・生物)

子(東京学芸大・生物)

根(科博・第 2昆虫)

沢

島

村

村

妻

木

長

中
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新
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大
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勝

功

田

木

西

藤

口

田

学(静岡大・教育)

裕(筑波大・菅平)

男(弘前大医技術短・生物)

夫(東京農大・見虫)

夫(筑波大・生物)

太(東邦大・理・生物)

夫(静岡大・教育・生物)

まゆみ(東京農大・昆虫)

一(茨城県立大子一高)

亨(筑波大・生物)

日出男(東京学芸大・生物)

比佐雄(塩尻市立丘中)

亮二(静岡大・教育)

幸正(埼玉医大・生物)

夫(東邦大・理・生物)

仲(佐久町立中央小)

龍一郎(筑波大・生物)

俊樹(筑波大・下田)

日奈子(東京都立豊島商)

守夫(福島大・教育・生物)

慶一郎(岩手大・農・応見)

幸三(学習院)
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